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令和４年度 施政方針・当初予算

防災行政無線の情報を入手しましょう

新しい働き方を始めませんか？

暮らしに花を（カーネーション）

雲仙市職員採用試験について
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橘湾を眼下に見ながら、雲仙岳を見渡すこ
とができる千々石展望台は、観光客や市民
が集う憩いの場。風を受けて大空を悠々と
泳ぐこいのぼりが、人々の往来をやさしく
見守っていました。



● 広報うんぜん
令和  4年5月 2

　
　

  【
出
会
い
・
結
婚
、移
住
・
定
住
】

■「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
効
果
検
証
を
行
い
、
新
た

に「
結
婚
・
定
住
支
援
金
」を
創
設
し
、
結
婚
か
ら
出
産
ま
で
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
定
住
促
進
奨
学
資
金
償
還
補
助
金
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
東
京
か
ら
の

移
住
者
へ
の
支
援
金
で
は
子
ど
も
へ
の
加
算
を
行
う
な
ど
、
若
者
の
定
住

を
よ
り
強
力
に
促
進
し
ま
す
。

■
全
天
候
型
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

  【
子
育
て
支
援
】

■
す
べ
て
の
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個
別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・
育

児
が
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
多
胎
児
の
妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
回
数
を
増
や
し
、
不
育
症
に
悩
む
方
に

対
し
て
、県
の
助
成
事
業
に
上
乗
せ
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

  【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

■
認
知
症
高
齢
者
等
を
地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
が
安
心
し
て
見
守
り
が
出
来
る
よ
う
、支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

■
新
た
に「
脳
の
健
康
教
室
」に
取
り
組
み
、
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

  【
障
が
い
者
福
祉
】

■
障
害
者
職
場
実
習
促
進
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
な

ど
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
、相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
健
康
・
医
療
体
制
】

■
年
間
を
通
し
て
受
診
で
き
る
環
境
の
整
備
や
、
日
曜
健
診
の
実
施
な
ど
で

受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
日
曜
・
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休
日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
島
原
半
島

地
域
を
圏
域
と
す
る
病
院
群
輪
番
制
に
つ
い
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

せ
会
な
ど
に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

■
新
し
い
小
浜
体
育
館
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
み
、施
設
の
利
用
促
進
と
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と
参
加
促
進
を
図
り
、
市
民
運
動
会
の
準

備
を
進
め
ま
す
。

  【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

■
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
町
並
み
景
観
の
保

存
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演
や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
様
へ
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　

  【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

■
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の
情
報
の
共
有
等
に
努
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

■「
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
第
４

次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
行
政
運
営
】

■
民
間
企
業
の
経
営
手
法
を
参
考
に
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
ほ
か
雲
仙
市
の
名
所
や
偉
人
を
紹
介
し
た
動
画
な
ど
を
効
果

的
に
発
信
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
努
め
ま
す
。

  【
財
政
運
営
】

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な
返
礼
品
の
開
発
、

広
報
宣
伝
活
動
お
よ
び
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み
と
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
強
化
な
ど
に
よ
り
寄
附
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
を
始
期
と
す
る
第
２
次
雲
仙

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、国
勢
調

査
の
確
定
値
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、未
だ
歯
止
め
が
効
か
な
い

人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
の
問
題
克

服
と
、今
後
の
市
政
発
展
に
寄
与
す
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、本
市
が
持
つ
あ
ら
ゆ
る
資
源
や
特
色
を
生

か
し
た
、「
雲
仙
市
な
ら
で
は
の
施
策
」を
着
実
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
人
口
減
少
問
題
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
社

会
活
動
の
制
限
や
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
、様
々

な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、雲
仙
市
が
更
な

る
飛
躍
を
遂
げ
る
た
め
に
、後
期
基
本
計
画
に
掲

げ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、一
つ
で
も
多
く
の
成

果
を
早
く
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
と
と

も
に
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る「  

つ
な
が
り  

で

創
る
　
賑
わ
い
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
、
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

  【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

■
新
た
に「
自
主
防
災
組
織
機
能
強
化
補
助
金
」を
創
設
し
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
促
進
と
育
成
、強
化
を
図
り
ま
す
。

■
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
定
し
、処
遇
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、消
防
詰
所

や
防
火
水
槽
の
整
備
を
進
め
、地
域
防
災
機
能
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
文
字
表
示
式
の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
整
備
し
、
聴
覚
障
が
い
が

あ
る
方
に
も
避
難
情
報
等
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

  【
社
会
援
護
】

■
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援
に
つ
い
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
就
労
支
援
と
、

家
計
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
支
援
に
新
た
に
取
り
組
み
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

  【
農
業
】

■
新
た
に
創
設
し
た
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
の
収
入
保
険
制
度
支
援
事
業

や
、
市
単
独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促
進
事
業
な
ど
を
通
じ
て
意

欲
的
な
担
い
手
を
確
保
し
ま
す
。

■
畜
産
施
設
の
整
備
や
機
械
機
器
の
導
入
、
優
良
雌
牛
等
の
導
入
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、防
疫
体
制
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
林
業
】

■
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
に
取

り
組
む
体
制
と
新
規
事
業
体
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
利
用
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
整
備
を
進
め
、
未
整
備
森
林
の
解
消
を
図

り
ま
す
。

  【
水
産
業
】

■
県
と
連
携
し
、新
規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修
に
対
す
る
支
援
、漁

業
経
営
安
定
化
の
た
め
の
経
営
指
導
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

■
南
串
山
京
泊
漁
港
の
大
型
船
の
係
留
や
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が
可
能
と

な
る
岸
壁
お
よ
び
用
地
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

  【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

■
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
ま
す
。

  【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

■
中
小
企
業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
機
械
設
備
等

の
取
得
を
支
援
し
、
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
安
定
と
収
益
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。新
規
創
業
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
新
規
出
店
、経
営
の
持
続
化

に
対
し
て
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

■
雲
仙
市
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
へ
の
支
援
や
情
報
発
信
に
努
め
、
地

域
内
外
の
若
者
等
を
派
遣
職
員
と
し
て
の
雇
用
と
地
域
産
業
の
担
い
手
確

保
に
つ
な
げ
ま
す
。

  【
観
光
・
交
流
】

■
市
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
や
エ
リ
ア
ご
と
の
戦
略
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。地
域
全
体
の
観
光
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
持
続
可
能
な
仕
組

み
・
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
旅
行
需
要
の
変

化
に
対
応
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
、雲
仙
観
光
局
お
よ
び
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　

  【
道
路
・
公
共
交
通
】

■
高
規
格
道
路「
島
原
道
路
」の
早
期
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
事
業
推
進

の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
本
年
秋
の
西
九
州
新
幹
線
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
の
開
業
効
果
が
最
大
限

波
及
す
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■「
チ
ョ
イ
ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」の
本
年
７
月
の
市
内
全
域
で
の
本
格
運
行
を
目

指
し
、持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

  【
社
会
基
盤
】

■
老
朽
危
険
空
家
除
却
費
お
よ
び
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費
の
支
援
に

よ
り
良
好
な
住
環
境
の
保
全
・
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
千
千
石
漁
港
海
岸
の
施
設
整
備
に
向
け
た
測
量
お
よ
び
設
計
に
着
手
し
ま

す
。老
朽
化
し
た
護
岸
の
修
繕
・
補
修
工
事
や
施
設
の
維
持
管
理
を
適
切

に
行
い
、被
害
の
防
止
、減
災
に
努
め
ま
す
。

  【
上
下
水
道
】

■
下
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
汚
水
処
理
構

想
」の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
よ
り
身
近
に
、よ
り
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、ス
マ
ホ
教

室
の
開
催
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め
る
た
め
、ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得
等
の
推
進
、機
器

の
導
入
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、先
端
技
術
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

  【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

■
市
が
有
す
る
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
活
用
を
図
る
計

画
策
定
に
取
り
組
み
、
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
未
利
用
間
伐
材
な
ど
を
活
用

し
た
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

■
新
た
に
新
聞
や
チ
ラ
シ
等
の
古
紙
類
を
月
１
回
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

回
収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

  【
学
校
教
育
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
践
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
て
事
例
を
共
有
し
、
市
内
全
学
校

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

■「
ふ
る
さ
と
平
和
学
習
推
進
事
業
」に
つ
い
て
は
、
授
業
回
数
を
拡
大
す
る

な
ど
、一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
生
涯
学
習
】

■
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」

に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
図
書
資
料
の
充
実
を
よ
り
一
層
図
る
と
と
も
に
、
身
近
な
図
書
サ
ー
ビ
ス

機
能
で
あ
る「
移
動
図
書
館
事
業
」や
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
読
み
聞
か

令和４年度　施政方針

「雲仙市ならではの施策」着実に展開

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
市
議
会
で
、

金
澤
市
長
が
述
べ
た「
施
政
方
針
」を

整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
暮
ら
し
と
安
心

施政方針　市政運営の
目指す方向性を示した
ものです。

“

”



　
　

  【
出
会
い
・
結
婚
、移
住
・
定
住
】

■「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
効
果
検
証
を
行
い
、
新
た

に「
結
婚
・
定
住
支
援
金
」を
創
設
し
、
結
婚
か
ら
出
産
ま
で
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
定
住
促
進
奨
学
資
金
償
還
補
助
金
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
東
京
か
ら
の

移
住
者
へ
の
支
援
金
で
は
子
ど
も
へ
の
加
算
を
行
う
な
ど
、
若
者
の
定
住

を
よ
り
強
力
に
促
進
し
ま
す
。

■
全
天
候
型
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

  【
子
育
て
支
援
】

■
す
べ
て
の
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個
別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・
育

児
が
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
多
胎
児
の
妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
回
数
を
増
や
し
、
不
育
症
に
悩
む
方
に

対
し
て
、県
の
助
成
事
業
に
上
乗
せ
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

  【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

■
認
知
症
高
齢
者
等
を
地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
が
安
心
し
て
見
守
り
が
出
来
る
よ
う
、支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

■
新
た
に「
脳
の
健
康
教
室
」に
取
り
組
み
、
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

  【
障
が
い
者
福
祉
】

■
障
害
者
職
場
実
習
促
進
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
な

ど
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
、相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
健
康
・
医
療
体
制
】

■
年
間
を
通
し
て
受
診
で
き
る
環
境
の
整
備
や
、
日
曜
健
診
の
実
施
な
ど
で

受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
日
曜
・
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休
日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
島
原
半
島

地
域
を
圏
域
と
す
る
病
院
群
輪
番
制
に
つ
い
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

せ
会
な
ど
に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

■
新
し
い
小
浜
体
育
館
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
み
、施
設
の
利
用
促
進
と
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と
参
加
促
進
を
図
り
、
市
民
運
動
会
の
準

備
を
進
め
ま
す
。

  【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

■
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
町
並
み
景
観
の
保

存
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演
や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
様
へ
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　

  【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

■
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の
情
報
の
共
有
等
に
努
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

■「
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
第
４

次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
行
政
運
営
】

■
民
間
企
業
の
経
営
手
法
を
参
考
に
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
ほ
か
雲
仙
市
の
名
所
や
偉
人
を
紹
介
し
た
動
画
な
ど
を
効
果

的
に
発
信
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
努
め
ま
す
。

  【
財
政
運
営
】

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な
返
礼
品
の
開
発
、

広
報
宣
伝
活
動
お
よ
び
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み
と
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
強
化
な
ど
に
よ
り
寄
附
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

  【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

■
新
た
に「
自
主
防
災
組
織
機
能
強
化
補
助
金
」を
創
設
し
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
促
進
と
育
成
、強
化
を
図
り
ま
す
。

■
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
定
し
、処
遇
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、消
防
詰
所

や
防
火
水
槽
の
整
備
を
進
め
、地
域
防
災
機
能
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
文
字
表
示
式
の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
整
備
し
、
聴
覚
障
が
い
が

あ
る
方
に
も
避
難
情
報
等
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

  【
社
会
援
護
】

■
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援
に
つ
い
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
就
労
支
援
と
、

家
計
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
支
援
に
新
た
に
取
り
組
み
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

  【
農
業
】

■
新
た
に
創
設
し
た
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
の
収
入
保
険
制
度
支
援
事
業

や
、
市
単
独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促
進
事
業
な
ど
を
通
じ
て
意

欲
的
な
担
い
手
を
確
保
し
ま
す
。

■
畜
産
施
設
の
整
備
や
機
械
機
器
の
導
入
、
優
良
雌
牛
等
の
導
入
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、防
疫
体
制
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
林
業
】

■
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
に
取

り
組
む
体
制
と
新
規
事
業
体
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
利
用
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
整
備
を
進
め
、
未
整
備
森
林
の
解
消
を
図

り
ま
す
。

  【
水
産
業
】

■
県
と
連
携
し
、新
規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修
に
対
す
る
支
援
、漁

業
経
営
安
定
化
の
た
め
の
経
営
指
導
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

■
南
串
山
京
泊
漁
港
の
大
型
船
の
係
留
や
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が
可
能
と

な
る
岸
壁
お
よ
び
用
地
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

  【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

■
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
ま
す
。

  【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

■
中
小
企
業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
機
械
設
備
等

の
取
得
を
支
援
し
、
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
安
定
と
収
益
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。新
規
創
業
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
新
規
出
店
、経
営
の
持
続
化

に
対
し
て
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

■
雲
仙
市
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
へ
の
支
援
や
情
報
発
信
に
努
め
、
地

域
内
外
の
若
者
等
を
派
遣
職
員
と
し
て
の
雇
用
と
地
域
産
業
の
担
い
手
確

保
に
つ
な
げ
ま
す
。

  【
観
光
・
交
流
】

■
市
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
や
エ
リ
ア
ご
と
の
戦
略
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。地
域
全
体
の
観
光
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
持
続
可
能
な
仕
組

み
・
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
旅
行
需
要
の
変

化
に
対
応
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
、雲
仙
観
光
局
お
よ
び
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　

  【
道
路
・
公
共
交
通
】

■
高
規
格
道
路「
島
原
道
路
」の
早
期
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
事
業
推
進

の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
本
年
秋
の
西
九
州
新
幹
線
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
の
開
業
効
果
が
最
大
限

波
及
す
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■「
チ
ョ
イ
ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」の
本
年
７
月
の
市
内
全
域
で
の
本
格
運
行
を
目

指
し
、持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

  【
社
会
基
盤
】

■
老
朽
危
険
空
家
除
却
費
お
よ
び
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費
の
支
援
に

よ
り
良
好
な
住
環
境
の
保
全
・
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
千
千
石
漁
港
海
岸
の
施
設
整
備
に
向
け
た
測
量
お
よ
び
設
計
に
着
手
し
ま

す
。老
朽
化
し
た
護
岸
の
修
繕
・
補
修
工
事
や
施
設
の
維
持
管
理
を
適
切

に
行
い
、被
害
の
防
止
、減
災
に
努
め
ま
す
。

  【
上
下
水
道
】

■
下
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
汚
水
処
理
構

想
」の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
よ
り
身
近
に
、よ
り
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、ス
マ
ホ
教

室
の
開
催
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め
る
た
め
、ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得
等
の
推
進
、機
器

の
導
入
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、先
端
技
術
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

  【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

■
市
が
有
す
る
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
活
用
を
図
る
計

画
策
定
に
取
り
組
み
、
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
未
利
用
間
伐
材
な
ど
を
活
用

し
た
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

■
新
た
に
新
聞
や
チ
ラ
シ
等
の
古
紙
類
を
月
１
回
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

回
収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

  【
学
校
教
育
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
践
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
て
事
例
を
共
有
し
、
市
内
全
学
校

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

■「
ふ
る
さ
と
平
和
学
習
推
進
事
業
」に
つ
い
て
は
、
授
業
回
数
を
拡
大
す
る

な
ど
、一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
生
涯
学
習
】

■
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」

に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
図
書
資
料
の
充
実
を
よ
り
一
層
図
る
と
と
も
に
、
身
近
な
図
書
サ
ー
ビ
ス

機
能
で
あ
る「
移
動
図
書
館
事
業
」や
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
読
み
聞
か

● 広報うんぜん
令和  4年5月3
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３
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会
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２
産
業
と
交
流
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  【
出
会
い
・
結
婚
、移
住
・
定
住
】

■「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
効
果
検
証
を
行
い
、
新
た

に「
結
婚
・
定
住
支
援
金
」を
創
設
し
、
結
婚
か
ら
出
産
ま
で
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
定
住
促
進
奨
学
資
金
償
還
補
助
金
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
東
京
か
ら
の

移
住
者
へ
の
支
援
金
で
は
子
ど
も
へ
の
加
算
を
行
う
な
ど
、
若
者
の
定
住

を
よ
り
強
力
に
促
進
し
ま
す
。

■
全
天
候
型
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

  【
子
育
て
支
援
】

■
す
べ
て
の
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個
別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・
育

児
が
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
多
胎
児
の
妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
回
数
を
増
や
し
、
不
育
症
に
悩
む
方
に

対
し
て
、県
の
助
成
事
業
に
上
乗
せ
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

  【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

■
認
知
症
高
齢
者
等
を
地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
が
安
心
し
て
見
守
り
が
出
来
る
よ
う
、支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

■
新
た
に「
脳
の
健
康
教
室
」に
取
り
組
み
、
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

  【
障
が
い
者
福
祉
】

■
障
害
者
職
場
実
習
促
進
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
な

ど
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
、相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
健
康
・
医
療
体
制
】

■
年
間
を
通
し
て
受
診
で
き
る
環
境
の
整
備
や
、
日
曜
健
診
の
実
施
な
ど
で

受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
日
曜
・
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休
日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
島
原
半
島

地
域
を
圏
域
と
す
る
病
院
群
輪
番
制
に
つ
い
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

せ
会
な
ど
に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

■
新
し
い
小
浜
体
育
館
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
み
、施
設
の
利
用
促
進
と
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と
参
加
促
進
を
図
り
、
市
民
運
動
会
の
準

備
を
進
め
ま
す
。

  【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

■
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
町
並
み
景
観
の
保

存
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演
や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
様
へ
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　

  【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

■
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の
情
報
の
共
有
等
に
努
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

■「
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
第
４

次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
行
政
運
営
】

■
民
間
企
業
の
経
営
手
法
を
参
考
に
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
ほ
か
雲
仙
市
の
名
所
や
偉
人
を
紹
介
し
た
動
画
な
ど
を
効
果

的
に
発
信
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
努
め
ま
す
。

  【
財
政
運
営
】

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な
返
礼
品
の
開
発
、

広
報
宣
伝
活
動
お
よ
び
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み
と
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
強
化
な
ど
に
よ
り
寄
附
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
を
始
期
と
す
る
第
２
次
雲
仙

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、国
勢
調

査
の
確
定
値
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、未
だ
歯
止
め
が
効
か
な
い

人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
の
問
題
克

服
と
、今
後
の
市
政
発
展
に
寄
与
す
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、本
市
が
持
つ
あ
ら
ゆ
る
資
源
や
特
色
を
生

か
し
た
、「
雲
仙
市
な
ら
で
は
の
施
策
」を
着
実
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
人
口
減
少
問
題
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
社

会
活
動
の
制
限
や
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
、様
々

な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、雲
仙
市
が
更
な

る
飛
躍
を
遂
げ
る
た
め
に
、後
期
基
本
計
画
に
掲

げ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、一
つ
で
も
多
く
の
成

果
を
早
く
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
と
と

も
に
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る「  

つ
な
が
り  

で

創
る
　
賑
わ
い
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
、
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

  【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

■
新
た
に「
自
主
防
災
組
織
機
能
強
化
補
助
金
」を
創
設
し
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
促
進
と
育
成
、強
化
を
図
り
ま
す
。

■
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
定
し
、処
遇
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、消
防
詰
所

や
防
火
水
槽
の
整
備
を
進
め
、地
域
防
災
機
能
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
文
字
表
示
式
の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
整
備
し
、
聴
覚
障
が
い
が

あ
る
方
に
も
避
難
情
報
等
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

  【
社
会
援
護
】

■
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援
に
つ
い
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
就
労
支
援
と
、

家
計
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
支
援
に
新
た
に
取
り
組
み
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

  【
農
業
】

■
新
た
に
創
設
し
た
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
の
収
入
保
険
制
度
支
援
事
業

や
、
市
単
独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促
進
事
業
な
ど
を
通
じ
て
意

欲
的
な
担
い
手
を
確
保
し
ま
す
。

■
畜
産
施
設
の
整
備
や
機
械
機
器
の
導
入
、
優
良
雌
牛
等
の
導
入
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、防
疫
体
制
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
林
業
】

■
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
に
取

り
組
む
体
制
と
新
規
事
業
体
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
利
用
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
整
備
を
進
め
、
未
整
備
森
林
の
解
消
を
図

り
ま
す
。

  【
水
産
業
】

■
県
と
連
携
し
、新
規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修
に
対
す
る
支
援
、漁

業
経
営
安
定
化
の
た
め
の
経
営
指
導
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

■
南
串
山
京
泊
漁
港
の
大
型
船
の
係
留
や
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が
可
能
と

な
る
岸
壁
お
よ
び
用
地
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

  【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

■
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
ま
す
。

  【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

■
中
小
企
業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
機
械
設
備
等

の
取
得
を
支
援
し
、
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
安
定
と
収
益
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。新
規
創
業
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
新
規
出
店
、経
営
の
持
続
化

に
対
し
て
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

■
雲
仙
市
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
へ
の
支
援
や
情
報
発
信
に
努
め
、
地

域
内
外
の
若
者
等
を
派
遣
職
員
と
し
て
の
雇
用
と
地
域
産
業
の
担
い
手
確

保
に
つ
な
げ
ま
す
。

  【
観
光
・
交
流
】

■
市
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
や
エ
リ
ア
ご
と
の
戦
略
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。地
域
全
体
の
観
光
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
持
続
可
能
な
仕
組

み
・
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
旅
行
需
要
の
変

化
に
対
応
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
、雲
仙
観
光
局
お
よ
び
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　

  【
道
路
・
公
共
交
通
】

■
高
規
格
道
路「
島
原
道
路
」の
早
期
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
事
業
推
進

の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
本
年
秋
の
西
九
州
新
幹
線
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
の
開
業
効
果
が
最
大
限

波
及
す
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■「
チ
ョ
イ
ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」の
本
年
７
月
の
市
内
全
域
で
の
本
格
運
行
を
目

指
し
、持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

  【
社
会
基
盤
】

■
老
朽
危
険
空
家
除
却
費
お
よ
び
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費
の
支
援
に

よ
り
良
好
な
住
環
境
の
保
全
・
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
千
千
石
漁
港
海
岸
の
施
設
整
備
に
向
け
た
測
量
お
よ
び
設
計
に
着
手
し
ま

す
。老
朽
化
し
た
護
岸
の
修
繕
・
補
修
工
事
や
施
設
の
維
持
管
理
を
適
切

に
行
い
、被
害
の
防
止
、減
災
に
努
め
ま
す
。

  【
上
下
水
道
】

■
下
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
汚
水
処
理
構

想
」の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
よ
り
身
近
に
、よ
り
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、ス
マ
ホ
教

室
の
開
催
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め
る
た
め
、ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得
等
の
推
進
、機
器

の
導
入
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、先
端
技
術
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

  【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

■
市
が
有
す
る
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
活
用
を
図
る
計

画
策
定
に
取
り
組
み
、
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
未
利
用
間
伐
材
な
ど
を
活
用

し
た
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

■
新
た
に
新
聞
や
チ
ラ
シ
等
の
古
紙
類
を
月
１
回
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

回
収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

  【
学
校
教
育
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
践
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
て
事
例
を
共
有
し
、
市
内
全
学
校

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

■「
ふ
る
さ
と
平
和
学
習
推
進
事
業
」に
つ
い
て
は
、
授
業
回
数
を
拡
大
す
る

な
ど
、一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
生
涯
学
習
】

■
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」

に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
図
書
資
料
の
充
実
を
よ
り
一
層
図
る
と
と
も
に
、
身
近
な
図
書
サ
ー
ビ
ス

機
能
で
あ
る「
移
動
図
書
館
事
業
」や
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
読
み
聞
か

令和４年度　施政方針

「雲仙市ならではの施策」着実に展開

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
市
議
会
で
、

金
澤
市
長
が
述
べ
た「
施
政
方
針
」を

整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
暮
ら
し
と
安
心

施政方針　市政運営の
目指す方向性を示した
ものです。

“

”



　
　

  【
出
会
い
・
結
婚
、移
住
・
定
住
】

■「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
効
果
検
証
を
行
い
、
新
た

に「
結
婚
・
定
住
支
援
金
」を
創
設
し
、
結
婚
か
ら
出
産
ま
で
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
定
住
促
進
奨
学
資
金
償
還
補
助
金
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
東
京
か
ら
の

移
住
者
へ
の
支
援
金
で
は
子
ど
も
へ
の
加
算
を
行
う
な
ど
、
若
者
の
定
住

を
よ
り
強
力
に
促
進
し
ま
す
。

■
全
天
候
型
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

  【
子
育
て
支
援
】

■
す
べ
て
の
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個
別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・
育

児
が
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
多
胎
児
の
妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
回
数
を
増
や
し
、
不
育
症
に
悩
む
方
に

対
し
て
、県
の
助
成
事
業
に
上
乗
せ
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

  【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

■
認
知
症
高
齢
者
等
を
地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
が
安
心
し
て
見
守
り
が
出
来
る
よ
う
、支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

■
新
た
に「
脳
の
健
康
教
室
」に
取
り
組
み
、
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

  【
障
が
い
者
福
祉
】

■
障
害
者
職
場
実
習
促
進
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
な

ど
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
、相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
健
康
・
医
療
体
制
】

■
年
間
を
通
し
て
受
診
で
き
る
環
境
の
整
備
や
、
日
曜
健
診
の
実
施
な
ど
で

受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
日
曜
・
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休
日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
島
原
半
島

地
域
を
圏
域
と
す
る
病
院
群
輪
番
制
に
つ
い
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

● 広報うんぜん
令和  4年5月 4

せ
会
な
ど
に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

■
新
し
い
小
浜
体
育
館
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
み
、施
設
の
利
用
促
進
と
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と
参
加
促
進
を
図
り
、
市
民
運
動
会
の
準

備
を
進
め
ま
す
。

  【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

■
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
町
並
み
景
観
の
保

存
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演
や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
様
へ
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　

  【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

■
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の
情
報
の
共
有
等
に
努
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

■「
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
第
４

次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
行
政
運
営
】

■
民
間
企
業
の
経
営
手
法
を
参
考
に
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
ほ
か
雲
仙
市
の
名
所
や
偉
人
を
紹
介
し
た
動
画
な
ど
を
効
果

的
に
発
信
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
努
め
ま
す
。

  【
財
政
運
営
】

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な
返
礼
品
の
開
発
、

広
報
宣
伝
活
動
お
よ
び
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み
と
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
強
化
な
ど
に
よ
り
寄
附
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

  【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

■
新
た
に「
自
主
防
災
組
織
機
能
強
化
補
助
金
」を
創
設
し
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
促
進
と
育
成
、強
化
を
図
り
ま
す
。

■
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
定
し
、処
遇
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、消
防
詰
所

や
防
火
水
槽
の
整
備
を
進
め
、地
域
防
災
機
能
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
文
字
表
示
式
の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
整
備
し
、
聴
覚
障
が
い
が

あ
る
方
に
も
避
難
情
報
等
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

  【
社
会
援
護
】

■
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援
に
つ
い
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
就
労
支
援
と
、

家
計
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
支
援
に
新
た
に
取
り
組
み
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

  【
農
業
】

■
新
た
に
創
設
し
た
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
の
収
入
保
険
制
度
支
援
事
業

や
、
市
単
独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促
進
事
業
な
ど
を
通
じ
て
意

欲
的
な
担
い
手
を
確
保
し
ま
す
。

■
畜
産
施
設
の
整
備
や
機
械
機
器
の
導
入
、
優
良
雌
牛
等
の
導
入
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、防
疫
体
制
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
林
業
】

■
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
に
取

り
組
む
体
制
と
新
規
事
業
体
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
利
用
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
整
備
を
進
め
、
未
整
備
森
林
の
解
消
を
図

り
ま
す
。

  【
水
産
業
】

■
県
と
連
携
し
、新
規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修
に
対
す
る
支
援
、漁

業
経
営
安
定
化
の
た
め
の
経
営
指
導
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

■
南
串
山
京
泊
漁
港
の
大
型
船
の
係
留
や
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が
可
能
と

な
る
岸
壁
お
よ
び
用
地
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

  【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

■
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
ま
す
。

  【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

■
中
小
企
業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
機
械
設
備
等

の
取
得
を
支
援
し
、
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
安
定
と
収
益
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。新
規
創
業
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
新
規
出
店
、経
営
の
持
続
化

に
対
し
て
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

■
雲
仙
市
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
へ
の
支
援
や
情
報
発
信
に
努
め
、
地

域
内
外
の
若
者
等
を
派
遣
職
員
と
し
て
の
雇
用
と
地
域
産
業
の
担
い
手
確

保
に
つ
な
げ
ま
す
。

  【
観
光
・
交
流
】

■
市
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
や
エ
リ
ア
ご
と
の
戦
略
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。地
域
全
体
の
観
光
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
持
続
可
能
な
仕
組

み
・
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
旅
行
需
要
の
変

化
に
対
応
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
、雲
仙
観
光
局
お
よ
び
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　

  【
道
路
・
公
共
交
通
】

■
高
規
格
道
路「
島
原
道
路
」の
早
期
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
事
業
推
進

の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
本
年
秋
の
西
九
州
新
幹
線
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
の
開
業
効
果
が
最
大
限

波
及
す
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■「
チ
ョ
イ
ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」の
本
年
７
月
の
市
内
全
域
で
の
本
格
運
行
を
目

指
し
、持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

  【
社
会
基
盤
】

■
老
朽
危
険
空
家
除
却
費
お
よ
び
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費
の
支
援
に

よ
り
良
好
な
住
環
境
の
保
全
・
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
千
千
石
漁
港
海
岸
の
施
設
整
備
に
向
け
た
測
量
お
よ
び
設
計
に
着
手
し
ま

す
。老
朽
化
し
た
護
岸
の
修
繕
・
補
修
工
事
や
施
設
の
維
持
管
理
を
適
切

に
行
い
、被
害
の
防
止
、減
災
に
努
め
ま
す
。

  【
上
下
水
道
】

■
下
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
汚
水
処
理
構

想
」の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
よ
り
身
近
に
、よ
り
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、ス
マ
ホ
教

室
の
開
催
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め
る
た
め
、ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得
等
の
推
進
、機
器

の
導
入
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、先
端
技
術
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

  【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

■
市
が
有
す
る
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
活
用
を
図
る
計

画
策
定
に
取
り
組
み
、
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
未
利
用
間
伐
材
な
ど
を
活
用

し
た
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

■
新
た
に
新
聞
や
チ
ラ
シ
等
の
古
紙
類
を
月
１
回
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

回
収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

  【
学
校
教
育
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
践
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
て
事
例
を
共
有
し
、
市
内
全
学
校

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

■「
ふ
る
さ
と
平
和
学
習
推
進
事
業
」に
つ
い
て
は
、
授
業
回
数
を
拡
大
す
る

な
ど
、一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
生
涯
学
習
】

■
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」

に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
図
書
資
料
の
充
実
を
よ
り
一
層
図
る
と
と
も
に
、
身
近
な
図
書
サ
ー
ビ
ス

機
能
で
あ
る「
移
動
図
書
館
事
業
」や
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
読
み
聞
か

令和４年度　施政方針

５
協
働
と
戦
略

施政方針の全文は、市ホーム
ページでご確認ください。

４
人
財
と
郷
土



　第２次雲仙市総合計画に掲げた政策および施策の実現に向け、各種事業の重要性や優先度、効果等を十分に考慮し、
効率的な事業実施を目指します。

　歳入について、市税（市民税や固定資産税などの市が徴
収するお金）は市民税および固定資産税の増などによ
り、３７億３，６８３万４千円（５億４，７２２万５千円増・
増減率１７．２％）を計上しているほか、繰入金（各種基金
から繰り入れるお金）は減債基金の取り崩しなどによ
り、２９億９，４７１万８千円（８億５，７４８万３千円減・
増減率△２２．３％）を計上しています。
　また、市債（道路整備などの建設事業等を行うために国
や銀行などから借り入れるお金）は、２３億２，３２０万円
（２２億３，８５０万円減・増減率△４９．１％）を計上して
います。

　歳出について、民生費（高齢者支援・障害者支援・生活保
護・幼児保育などの福祉サービス経費）の占める割合が多
く、「障害者自立支援給付事業」の増などにより、１０５億
４，５１４万９千円（１億４，８８７万７千円増・増減率
１．４％）を計上しています。
　また、総務費（行政活動の共通的な管理運営や企画調整
などのための経費）については、「ふるさと応援推進事業
（ふるさと納税）」や「結婚応援事業」などにより、４１億
８，６９３万４千円（１億９，３６８万３千円増・増減率
４．９％）を計上しています。

令和４年度
当初予算総額

●一般会計

【一般会計歳入】 【一般会計歳出】

411億8,623万1千円411億8,623万1千円
299億4,192万円

●特別会計 総額　77億6,905万6千円

対前年度増減額　△18億 3,487 万 3千円（増減率 △5.8％）

対前年度増減額　1億3,606万1千円（増減率1.8％）

国民健康保険特別会計
68億1,026万7千円（増減率　1.9％）

国民宿舎事業特別会計
4,348万6千円（増減率　53.5％）
企業誘致用地整備事業特別会計

3億2,176万2千円（増減率　△12.7％）

※詳細は、6 月に世帯配布予定の「知っておきたい雲仙市のしごと」をご覧ください。
※企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額

後期高齢者医療特別会計
5億8,285万1千円（増減率　7.4％）

温泉浴場事業特別会計
1,069万円（増減率　2.3％）

●企業会計 総額　34億7,525万5千円
対前年度増減額　△2億3,833万8千円（増減率　△6.4％）

水道事業会計
19億4,402万4千円（増減率　△4.4％）

下水道事業会計
15億3,123万1千円（増減率　△8.9％）

（単位：千円）
その他

（地方消費税交付金など）
1,344,026（4.5％）

市債
2,323,200
（7.8％）

県支出金
2,966,816
（9.9％）

国庫支出金
4,267,727
（14.3％）

地方交付税
10,642,654
（35.5％）

繰入金・財産収入など
3,897,676
（13.0％）

民生費
10,545,149
（35.2％）

衛生費
2,345,020
（7.8％）

自主財源
8,397,497
（28.0％）

依存財源
21,544,423
（72.0％）

土木費
2,376,203
（7.9％）

教育費
2,542,681
（8.5％）

公債費
3,072,893
（10.3％）

農林水産業費
・商工費
3,242,119
（10.8％）

総務費
4,186,934
（14.0％）

市税
3,736,834
（12.5％）

使用料及び手数料
294,896（1.0％）

分担金及び負担金
103,470（0.3％）

諸収入
364,621（1.2％） その他

81,149
（0.3％）

議会費
198,675（0.7％）

消防費
1,351,097
（4.5％）

歳 入 歳 出

● 広報うんぜん
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  【
出
会
い
・
結
婚
、移
住
・
定
住
】

■「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
効
果
検
証
を
行
い
、
新
た

に「
結
婚
・
定
住
支
援
金
」を
創
設
し
、
結
婚
か
ら
出
産
ま
で
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
定
住
促
進
奨
学
資
金
償
還
補
助
金
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
東
京
か
ら
の

移
住
者
へ
の
支
援
金
で
は
子
ど
も
へ
の
加
算
を
行
う
な
ど
、
若
者
の
定
住

を
よ
り
強
力
に
促
進
し
ま
す
。

■
全
天
候
型
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

  【
子
育
て
支
援
】

■
す
べ
て
の
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個
別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・
育

児
が
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
多
胎
児
の
妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
回
数
を
増
や
し
、
不
育
症
に
悩
む
方
に

対
し
て
、県
の
助
成
事
業
に
上
乗
せ
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

  【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

■
認
知
症
高
齢
者
等
を
地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
が
安
心
し
て
見
守
り
が
出
来
る
よ
う
、支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

■
新
た
に「
脳
の
健
康
教
室
」に
取
り
組
み
、
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

  【
障
が
い
者
福
祉
】

■
障
害
者
職
場
実
習
促
進
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
な

ど
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
、相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
健
康
・
医
療
体
制
】

■
年
間
を
通
し
て
受
診
で
き
る
環
境
の
整
備
や
、
日
曜
健
診
の
実
施
な
ど
で

受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
日
曜
・
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休
日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
島
原
半
島

地
域
を
圏
域
と
す
る
病
院
群
輪
番
制
に
つ
い
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

● 広報うんぜん
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せ
会
な
ど
に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

■
新
し
い
小
浜
体
育
館
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
み
、施
設
の
利
用
促
進
と
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と
参
加
促
進
を
図
り
、
市
民
運
動
会
の
準

備
を
進
め
ま
す
。

  【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

■
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
町
並
み
景
観
の
保

存
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演
や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
様
へ
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　

  【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

■
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の
情
報
の
共
有
等
に
努
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

■「
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
第
４

次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
行
政
運
営
】

■
民
間
企
業
の
経
営
手
法
を
参
考
に
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
ほ
か
雲
仙
市
の
名
所
や
偉
人
を
紹
介
し
た
動
画
な
ど
を
効
果

的
に
発
信
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
努
め
ま
す
。

  【
財
政
運
営
】

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な
返
礼
品
の
開
発
、

広
報
宣
伝
活
動
お
よ
び
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み
と
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
強
化
な
ど
に
よ
り
寄
附
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

  【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

■
新
た
に「
自
主
防
災
組
織
機
能
強
化
補
助
金
」を
創
設
し
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
促
進
と
育
成
、強
化
を
図
り
ま
す
。

■
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
定
し
、処
遇
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、消
防
詰
所

や
防
火
水
槽
の
整
備
を
進
め
、地
域
防
災
機
能
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
文
字
表
示
式
の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
整
備
し
、
聴
覚
障
が
い
が

あ
る
方
に
も
避
難
情
報
等
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

  【
社
会
援
護
】

■
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援
に
つ
い
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
就
労
支
援
と
、

家
計
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
支
援
に
新
た
に
取
り
組
み
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

  【
農
業
】

■
新
た
に
創
設
し
た
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
の
収
入
保
険
制
度
支
援
事
業

や
、
市
単
独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促
進
事
業
な
ど
を
通
じ
て
意

欲
的
な
担
い
手
を
確
保
し
ま
す
。

■
畜
産
施
設
の
整
備
や
機
械
機
器
の
導
入
、
優
良
雌
牛
等
の
導
入
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、防
疫
体
制
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

  【
林
業
】

■
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
に
取

り
組
む
体
制
と
新
規
事
業
体
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
利
用
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
整
備
を
進
め
、
未
整
備
森
林
の
解
消
を
図

り
ま
す
。

  【
水
産
業
】

■
県
と
連
携
し
、新
規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修
に
対
す
る
支
援
、漁

業
経
営
安
定
化
の
た
め
の
経
営
指
導
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

■
南
串
山
京
泊
漁
港
の
大
型
船
の
係
留
や
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が
可
能
と

な
る
岸
壁
お
よ
び
用
地
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

  【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

■
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
ま
す
。

  【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

■
中
小
企
業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
機
械
設
備
等

の
取
得
を
支
援
し
、
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
安
定
と
収
益
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。新
規
創
業
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
新
規
出
店
、経
営
の
持
続
化

に
対
し
て
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

■
雲
仙
市
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
へ
の
支
援
や
情
報
発
信
に
努
め
、
地

域
内
外
の
若
者
等
を
派
遣
職
員
と
し
て
の
雇
用
と
地
域
産
業
の
担
い
手
確

保
に
つ
な
げ
ま
す
。

  【
観
光
・
交
流
】

■
市
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
や
エ
リ
ア
ご
と
の
戦
略
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。地
域
全
体
の
観
光
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
持
続
可
能
な
仕
組

み
・
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
旅
行
需
要
の
変

化
に
対
応
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
、雲
仙
観
光
局
お
よ
び
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　

  【
道
路
・
公
共
交
通
】

■
高
規
格
道
路「
島
原
道
路
」の
早
期
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
事
業
推
進

の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
本
年
秋
の
西
九
州
新
幹
線
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
の
開
業
効
果
が
最
大
限

波
及
す
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■「
チ
ョ
イ
ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」の
本
年
７
月
の
市
内
全
域
で
の
本
格
運
行
を
目

指
し
、持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

  【
社
会
基
盤
】

■
老
朽
危
険
空
家
除
却
費
お
よ
び
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費
の
支
援
に

よ
り
良
好
な
住
環
境
の
保
全
・
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
千
千
石
漁
港
海
岸
の
施
設
整
備
に
向
け
た
測
量
お
よ
び
設
計
に
着
手
し
ま

す
。老
朽
化
し
た
護
岸
の
修
繕
・
補
修
工
事
や
施
設
の
維
持
管
理
を
適
切

に
行
い
、被
害
の
防
止
、減
災
に
努
め
ま
す
。

  【
上
下
水
道
】

■
下
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
汚
水
処
理
構

想
」の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

  【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
よ
り
身
近
に
、よ
り
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、ス
マ
ホ
教

室
の
開
催
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め
る
た
め
、ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得
等
の
推
進
、機
器

の
導
入
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、先
端
技
術
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

  【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

■
市
が
有
す
る
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
活
用
を
図
る
計

画
策
定
に
取
り
組
み
、
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
未
利
用
間
伐
材
な
ど
を
活
用

し
た
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

■
新
た
に
新
聞
や
チ
ラ
シ
等
の
古
紙
類
を
月
１
回
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

回
収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

  【
学
校
教
育
】

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
践
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
て
事
例
を
共
有
し
、
市
内
全
学
校

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

■「
ふ
る
さ
と
平
和
学
習
推
進
事
業
」に
つ
い
て
は
、
授
業
回
数
を
拡
大
す
る

な
ど
、一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

  【
生
涯
学
習
】

■
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」

に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
図
書
資
料
の
充
実
を
よ
り
一
層
図
る
と
と
も
に
、
身
近
な
図
書
サ
ー
ビ
ス

機
能
で
あ
る「
移
動
図
書
館
事
業
」や
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
読
み
聞
か

令和４年度　施政方針

５
協
働
と
戦
略

施政方針の全文は、市ホーム
ページでご確認ください。

４
人
財
と
郷
土
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ニュースうんぜん

◀クラスごとに絵を描いたハタと保存会の皆さん

　４月７、８の両日、市内の小中学校
で入学式がありました。７日は全７中
学校で計339人、８日は全17小学校
で計336人が新たなスタートを切り
ました。
　愛野小学校では新入生代表が「友
だちをたくさんつくりたい」などと発
表し、目を輝かせていました。

ご入学おめでとうございます

　南串山町の施設に入所中の直塚ハルヱ
さん、瑞穂町にお住いの力野シヅコさん、
瑞穂町の施設に入所中の江口ハツヨさん、
小浜町の施設に入所中の森㟢千代子さん、
吉原キヨシさんが100歳を迎えられまし
た。長生きの秘訣について直塚さんは「何
でもよく食べること」、力野さんは「野菜や
卵を中心に食事すること」、江口さんは「目
標をもって生活すること」、森㟢さんは「自
然体でいること」、吉原さんは「よく食べて
よく寝ること」だそうです。
　どうぞこれからも健康で長生きして、幸
せにお過ごしください。

100 回目のハッピーバースデー♪

　愛野小学校の６年生児童が、ハタ（凧）作りに挑戦しまし
た。同校では、「総合的な学習の時間」を活用して「愛のま
ち剣舞筝保存会」と一緒に毎年、卒業記念「愛のん伝統ハ
タ作り」を続けています。卒業式では、６年生一人ひとりが
作成したハタと、愛野町に伝わる伝統的なハタにクラスごと
に絵を描いたものが飾られ、６年生の旅立ちを彩りました。

卒業記念に児童がハタ作りに挑戦

　３月15日、雲仙警察署と雲仙市は「ドライブ
レコーダーの記録データ提供等に関する協
定」を締結しました。
　同協定は、市の公用車に設置したドライブレ
コーダーに記録された映像等を、雲仙警察署
が行う各種捜査等に活
用し、事件等の早期解
決につながるよう締結
するものです。同時に、
「動く防犯カメラ」とし
て、地域の見守り活動
を行います。

ドラレコデータの提供で雲仙警察署と協定
　３月24日、「ジャカランダで子どもたちが誇れるふるさとづくり」と
して小浜温泉57（鵜殿勝代表）が令和３年度手づくり郷土賞（一般部
門）を受賞し、小浜公会堂で国土交通大臣認定書の伝達式が行われま
した。
　同団体は、地元児童にジャカランダの育成と記念植樹を通じた活動
のほか、国道57号沿いのジャカラ
ンダの植樹と管理を行っています。
６月のジャカランダフェスタには約
１万人の観光客が訪れ、活動が地
域の魅力や個性を生み出したとし
て高く評価されたものです。今後も
更なる活躍を期待いたします。

小浜温泉 57が手づくり郷土賞受賞
ふるさと

直塚ハルヱさん 力野シヅコさん

森㟢千代子さん 吉原キヨシさん

江口ハツヨさん
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様に活用いただきた
いと思います。
　山形県教職員組
合、長崎県教職員組
合の皆様に心より感
謝申し上げます。

８月大雨災害寄付で本を購入しました
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を発揮してもらえる環境。スポ
ーツツーリズムの推進に繋がる
取り組みとして大いに期待して
います」とあいさつしました。

　青年農業者が活動の成果などを発表する「第68回JA
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九州大学バスケットボール連盟と地域振興協定
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市はYahoo!防災速報アプリでも、緊急情報を
発信しています。
受信するには設定　 マークから「地域を設定」
をクリックし、雲仙市を選択します。
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戸別受信機の機能について

戸別受信機やSNSなどで

雲仙市LINE公式アプリでも
防災情報が受け取れます。
友だち登録をお願いします。

または
ID検索

ID ＠unzencity

LINE

Yahoo!防災速報アプリ

登録制メール
SNSやメール等でも防災情報を配信しています。

登録フォームに従い登録をお願いします。
ドメイン設定が必用な場合があります。

放送を聞き逃したり聞こえなかっ
たときは（0957-38-6062）まで
お電話ください。
同じ内容を聞くことができます。

Twitter
市では緊急情報、行政情報などを発信する
Twitterを開設しました。右QRコードを
読み取り、フォローをお願いします。

@unzen_
official

音量つまみ
大・・・音量が大きくなります。
小・・・音量が小さくなります。
ランプ
赤点滅・・・乾電池が入っていないか切れています。
　　　　　　（乾電池を交換すると消えます。）
橙点滅・・・録音された放送があります。
　　　　　　（再生ボタンで再生すると消えます。）
録音ボタン
放送を録音することができます。
録音の設定または解除を行います。
再生ボタン
録音内容を再生します。
再生中に押すと次の番組にスキップします。

防災行政無線の情報を入手
しましょう

乾電池の液漏れ
　使い切った乾電池を入れたままにしておく
と液漏れが起き、機械が故障してしまいます。
　乾電池ランプが点滅したり、５時間以上乾
電池で作動させたときには、すべて新しい乾
電池と交換してください。
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雲仙市公式
LINE登録
はこちら

雲仙市公式
Twitterフォロー
はこちら

全国瞬時警報システム（Jアラート）全国一斉情報伝達試験の実施について
全国瞬時警報システム（Jアラート）による情報伝達時の不具合の発生を抑制し、緊急時における住民への
迅速かつ確実な情報伝達に資するよう、下記のとおり全国一斉伝達試験を実施します。
実施日時　(1)令和4年5月18日（水）午前11時　　(3)令和4年11月16日（水）午前11時
　　　　　(2)令和4年8月10日（水）午前11時　　(4)令和5年2月15日（水）午前11時
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　「雲仙市地域づくり事業協同組合」は、雲仙市全体で複数の事業者の仕事を組み合わせ、安心して働ける通年
の雇用を創り出し、地域の担い手を確保するとともに地域社会の維持と地域経済の活性化を図ることを目的とし
て、令和４年３月 22日に長崎県知事から認定を受け、同年４月１日から事業を開始しています。

　正職員として、雲仙市内の様々な企業で「マルチワーカー※」として新し
い働き方を始める方を募集します。
※マルチワーカーとは…複数の仕事を組み合わせ、時間や季節ごとに様々な
仕事を組み合わせて働く人材のこと。

　「田舎暮らしに興味があるけど、雲仙市って仕事はあるのかな？」、「地元
に就職して地域貢献をしたいけど、色々な仕事をやってみたいな」、「雲仙市
へ U ターンを考えているけど、仕事はどうしようかな」、など疑問に思われ
ている方、応募資格や給与等の雇用条件につきましてはお気軽に下記までお
問い合わせください。

【対象事業】市民または団体が、自ら企画および運営を行う研修会または講演会であり、地域の発
　　　　　 展に資する地域活性化事業または、人材育成事業に関するもの（広く市民に周知を図
　　　　　 るものに限る）
【補助率等】補助対象経費から事業収入等を差し引いた額の 10/10 以内（限度額 50万円）

【対象事業】団体が実施主体となって行う、地域課題などの解決が図られる事業など
【補助率等】補助対象経費から事業収入等を差し引いた額の 10/10 以内（限度額 200万円）

【対象事業】団体が、歴史、文化、自然等地域資源の活用を目的として実施する事業
【補助率等】対象経費の 1回目 3/4 以内、2回目以降 2/3 以内（限度額 100万円）

【対象事業】団体が、町または町を越えた広域的な活性化を目的として実施する事業（夏祭り事業
　　　　　 など）
【補助率等】補助対象経費の 2/3 以内（限度額 100万円）

研 修 会
開 催 型

市 民
提 案 型

市 民
活 動 型

地 域
活性化型

　市民が自ら考え実践する地域づくりを推進するため、補助金を交付します。
※申請を行う際には、必ず事前に地域づくり推進課までご相談ください。
【対象者】　○市民･･･市内に居住している人や市内に所在する事業所に勤務する人
　　　　　○団体･･･構成員の半数以上が市民であり、政治、宗教等を目的とせず、５人以上で組織されている
　　　　　　　　　  団体
【補助対象経費】事業実施に必要な、旅費、消耗品費、通信運搬費、手数料、委託料、使用料、借上料など

※事業の審査等を行うため、事業申請書の提出（事業開始の概ね２か月前）が必要となりますので、早めのご相
　談をお願いします。
※対象事業や補助対象経費などの詳細については、地域づくり推進課までお問い合わせください。
※市ホームページに「雲仙市地域づくり補助金のてびき」を掲載しています。

地域づくり活動を支援します！（雲仙市地域づくり補助金）

問　地域づくり推進課　☎0957-38-3111

問　雲仙市地域づくり事業協同組合　☎0957-47-6558　午前９時～午後５時（平日）

『雲仙市地域づくり事業協同組合』で新しい働き方を始めませんか？

〰〰〰〰〰〰〰〰〰



○申込方法：健康づくり課または人事課、各総合支所に備え付けの「会計年度任用職員申込書」に写真を貼り、必要事項を記入の上、
健康づくり課または人事課、各総合支所に提出してください。（申込書は、市ホームページからもダウンロードできます。）

◎選考方法：面接試験　　　　◎選考場所：雲仙市役所　千々石庁舎  
◎選 考 日 ：後日、申込者本人にお知らせします。  
◎申込締切：５月 20日（金）午後５時 15分まで　　※土日・祝日は除く　　※郵送する場合は期限必着

【　会 計 年 度 任 用 職 員 募 集　（健康づくり課）　】

〇　健康づくり課保健事業業務（管理栄養士または栄養士）　 健康づくり課（☎0957-36-2500）

保健事業に係る管理栄養士または栄養士業務（公用車運転有り）　　  
令和４年６月１日～令和５年３月31日
月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務）
福祉事務所　健康づくり課　（千々石庁舎）
月額　　管理栄養士　176,322円　　栄養士　154,935円
※通勤片道2ｋｍ以上の場合、別途通勤手当有　　※期末手当有
・管理栄養士または栄養士の資格を有する人（資格免許証の写しを添付）
・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　　・普通自動車運転免許を有する人

業務内容

勤 務 日

勤務時間
勤務場所

報 酬

応募資格

募集人員

社会保険等

１人
健康保険、厚生年金、雇用保険

○申込方法：学校教育課または人事課、各総合支所に備え付けの「会計年度任用職員申込書」に写真を貼り、必要事項を
記入の上、学校教育課または人事課、各総合支所に提出してください。 ( 申込書は、市ホームページからもダ
ウンロードできます。)

◎選考方法：面接試験　　　　◎選考場所：雲仙市役所　千々石庁舎   
◎選 考 日 ：５月 22日（日）受付時間は午前９時から９時 20分まで   
◎申込締切：５月 18日（水）午後５時 15分まで　　※土日・祝日は除く　　※郵送する場合は期限必着   

【　会 計 年 度 任 用 職 員 募 集　（教育委員会）　】

（１）まちなみ活性コーディネーター（１名）
　　　　国選定「重要伝統的建造物群保存地区」の国見町神代地区および川西、川東地区を活動拠点に、新たな視点や発想力

で古民家など地域資源を活用し、地域活性化に取り組む。
（２）ミヤマキリシマ調査員（１名）
　　　　市の花でもあるミヤマキリシマを保全し、より集客力のある観光資源として磨き上げ、その魅力を発信し、雄大な自

然を活用した新たなツアー開発などに取り組む。
◎応募条件：①申込時点で３大都市圏をはじめ都市地域等から雲仙市内に生活の拠点を移し、住民票を異動できる方。
　　　　　　②令和４年４月１日現在で18歳以上の方。（１）については、空き家の再生やリノベーションに興味がある方。
　　　　　　 （２）については、生態系および観光分野に関する知識がある方。
◎申込期限：５月31日（必着）

〇　地域おこし協力隊を募集します！　　　　観光物産課（☎0957-38－3111）

〇　スクールサポーター業務 学校教育課（☎0957-37-3113）

小・中学校における児童生徒への教育的支援（学習支援、教育相談、読書活動の推進など）　　  
令和４年６月１日～令和５年３月31日
月曜日～金曜日（年間210日以内）
校長が指定する時間（１日当たり５時間30分勤務）
市内小・中学校
日給　４,９００円
※通勤片道2ｋｍ以上の場合、別途通勤手当有
・18歳以上の人で、以下のいずれかに該当する人
　①心身ともに健康な人　　②学校教育への関心が高く子どもが好きな人

業務内容

勤 務 日

勤務時間
勤務場所
報 酬

応募資格

募集人員
社会保険等

若干名
雇用保険

〇　健康づくり課保健事業業務（保健師）　※　産休代替 健康づくり課（☎0957-36-2500）
保健事業業務（公用車運転有り）　
※職員の産休に伴う代替勤務のため、任用更新に制限があります。
令和４年６月１日～令和５年３月31日
月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務）
福祉事務所　健康づくり課　（千々石庁舎）
月額　　保健師　189,193円　　
※通勤片道2ｋｍ以上の場合、別途通勤手当有　　※期末手当有
・保健師の資格を有する人（資格免許証の写しを添付）
・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　　・普通自動車運転免許を有する人

業務内容

勤 務 日

勤務時間
勤務場所
報 酬

応募資格

募集人員
社会保険等

１人
健康保険、厚生年金、雇用保険

今月の花 カーネーション 花言葉：無垢で深い愛

　5月はＪＡ島原雲仙の「瑞穂カーネー
ション部会(馬場康雄会長)」が育てたカー
ネーションを、本庁と瑞穂総合支所に展
示しています。カーネーションは色や種
類が豊富で、「母の日」の贈り物に最適
です。同部会では、病気の予防のため土
壌管理を徹底し、部会員それぞれが20品
種以上を栽培
されています。
来庁された際
はぜひご覧く
ださい。

メモ
　市内では瑞穂地区を中心に栽培されてい
ます。母の日のイメージが強いカーネー
ションですが、出荷期間は長く、10月中旬
から6月頃まで出荷されています。

　雲仙市花き振興協議会では令和４年度、毎月、会員の皆さまが
栽培された花を市役所の窓口に展示する活動に取り組まれてい
ます。

問　農林課　☎0957-38-3111

問　生涯学習課　☎0957-37-3113

未来に伝えよう文化財
　埋蔵文化財の包蔵地（遺跡内）で開発事業を行う場合や、特別名勝温泉岳など、指定文化
財の現状を変更する場合は届出や許可が必要となります。早めに相談や手続きをお願いします。
埋蔵文化財
　市内の地中には、たくさんの古代遺跡（埋蔵文化財包蔵地）が眠っています。遺跡のある
土地で開発事業や住宅の建設を行う場合は、文化財保護法に基づく教育委員会への届出が必
要です。
　工事や開発事業を計画される場合は、事前に遺跡の有無や範囲を雲仙市教育委員会に確認
してください。
史跡名勝天然記念物
　市内には特別名勝温泉岳をはじめとした、史跡名勝天然記念物があります。史跡名勝天然記念物の指定区域内で工事
等を行う場合は、雲仙市教育委員会や文化庁長官の許可が必要な場合があります。許可までに期間を要しますので、早
めに相談および申請をお願いします。
対象文化財（例）

伝統的建造物群保存地区
　国見町神代小路地区の約９.８haが、江戸期の武家屋敷群を基盤とした伝統的景観を今日に伝え
る地区として、国の重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けています。
　保存地区内で、外観の景観を変更する行為を行う場合は、現状変更申請を行う必要があります。

市指定文化財
百花台遺跡出土品
（旧石器時代）

神代小路のまちなみ

○特別名勝
　　温泉岳（温泉岳は普賢岳一帯から地獄地帯、田代原、
諏訪の池に至る広範囲が指定区域となります。）
　※温泉街周辺も範囲に含まれます。建物の建築や改
修などを行う場合は文化庁の許可が必要な場合があ
ります。

○天然記念物
　　普賢岳紅葉樹林（小浜町）、野岳イヌツゲ群落（小
浜町）、土黒川のオキチモズク発生地（国見町）など。
○史跡
　　南串山のキリシタン墓碑（南串山町）、杉峰城跡（瑞
穂町）、弘法原遺跡（吾妻町）、一本松古墳（愛野町）など。

● 広報うんぜん
令和 4年5月 10● 広報うんぜん
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○申込方法：健康づくり課または人事課、各総合支所に備え付けの「会計年度任用職員申込書」に写真を貼り、必要事項を記入の上、
健康づくり課または人事課、各総合支所に提出してください。（申込書は、市ホームページからもダウンロードできます。）

◎選考方法：面接試験　　　　◎選考場所：雲仙市役所　千々石庁舎  
◎選 考 日 ：後日、申込者本人にお知らせします。  
◎申込締切：５月 20日（金）午後５時 15分まで　　※土日・祝日は除く　　※郵送する場合は期限必着

【　会 計 年 度 任 用 職 員 募 集　（健康づくり課）　】

〇　健康づくり課保健事業業務（管理栄養士または栄養士）　 健康づくり課（☎0957-36-2500）

保健事業に係る管理栄養士または栄養士業務（公用車運転有り）　　  
令和４年６月１日～令和５年３月31日
月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務）
福祉事務所　健康づくり課　（千々石庁舎）
月額　　管理栄養士　176,322円　　栄養士　154,935円
※通勤片道2ｋｍ以上の場合、別途通勤手当有　　※期末手当有
・管理栄養士または栄養士の資格を有する人（資格免許証の写しを添付）
・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　　・普通自動車運転免許を有する人

業務内容

勤 務 日

勤務時間
勤務場所

報 酬

応募資格

募集人員

社会保険等

１人
健康保険、厚生年金、雇用保険

○申込方法：学校教育課または人事課、各総合支所に備え付けの「会計年度任用職員申込書」に写真を貼り、必要事項を
記入の上、学校教育課または人事課、各総合支所に提出してください。 ( 申込書は、市ホームページからもダ
ウンロードできます。)

◎選考方法：面接試験　　　　◎選考場所：雲仙市役所　千々石庁舎   
◎選 考 日 ：５月 22日（日）受付時間は午前９時から９時 20分まで   
◎申込締切：５月 18日（水）午後５時 15分まで　　※土日・祝日は除く　　※郵送する場合は期限必着   

【　会 計 年 度 任 用 職 員 募 集　（教育委員会）　】

（１）まちなみ活性コーディネーター（１名）
　　　　国選定「重要伝統的建造物群保存地区」の国見町神代地区および川西、川東地区を活動拠点に、新たな視点や発想力

で古民家など地域資源を活用し、地域活性化に取り組む。
（２）ミヤマキリシマ調査員（１名）
　　　　市の花でもあるミヤマキリシマを保全し、より集客力のある観光資源として磨き上げ、その魅力を発信し、雄大な自

然を活用した新たなツアー開発などに取り組む。
◎応募条件：①申込時点で３大都市圏をはじめ都市地域等から雲仙市内に生活の拠点を移し、住民票を異動できる方。
　　　　　　②令和４年４月１日現在で18歳以上の方。（１）については、空き家の再生やリノベーションに興味がある方。
　　　　　　 （２）については、生態系および観光分野に関する知識がある方。
◎申込期限：５月31日（必着）

〇　地域おこし協力隊を募集します！　　　　観光物産課（☎0957-38－3111）

〇　スクールサポーター業務 学校教育課（☎0957-37-3113）

小・中学校における児童生徒への教育的支援（学習支援、教育相談、読書活動の推進など）　　  
令和４年６月１日～令和５年３月31日
月曜日～金曜日（年間210日以内）
校長が指定する時間（１日当たり５時間30分勤務）
市内小・中学校
日給　４,９００円
※通勤片道2ｋｍ以上の場合、別途通勤手当有
・18歳以上の人で、以下のいずれかに該当する人
　①心身ともに健康な人　　②学校教育への関心が高く子どもが好きな人

業務内容

勤 務 日

勤務時間
勤務場所
報 酬

応募資格

募集人員
社会保険等

若干名
雇用保険

〇　健康づくり課保健事業業務（保健師）　※　産休代替 健康づくり課（☎0957-36-2500）
保健事業業務（公用車運転有り）　
※職員の産休に伴う代替勤務のため、任用更新に制限があります。
令和４年６月１日～令和５年３月31日
月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務）
福祉事務所　健康づくり課　（千々石庁舎）
月額　　保健師　189,193円　　
※通勤片道2ｋｍ以上の場合、別途通勤手当有　　※期末手当有
・保健師の資格を有する人（資格免許証の写しを添付）
・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　　・普通自動車運転免許を有する人

業務内容

勤 務 日

勤務時間
勤務場所
報 酬

応募資格

募集人員
社会保険等

１人
健康保険、厚生年金、雇用保険

今月の花 カーネーション 花言葉：無垢で深い愛

　5月はＪＡ島原雲仙の「瑞穂カーネー
ション部会(馬場康雄会長)」が育てたカー
ネーションを、本庁と瑞穂総合支所に展
示しています。カーネーションは色や種
類が豊富で、「母の日」の贈り物に最適
です。同部会では、病気の予防のため土
壌管理を徹底し、部会員それぞれが20品
種以上を栽培
されています。
来庁された際
はぜひご覧く
ださい。

メモ
　市内では瑞穂地区を中心に栽培されてい
ます。母の日のイメージが強いカーネー
ションですが、出荷期間は長く、10月中旬
から6月頃まで出荷されています。

　雲仙市花き振興協議会では令和４年度、毎月、会員の皆さまが
栽培された花を市役所の窓口に展示する活動に取り組まれてい
ます。

問　農林課　☎0957-38-3111

問　生涯学習課　☎0957-37-3113

未来に伝えよう文化財
　埋蔵文化財の包蔵地（遺跡内）で開発事業を行う場合や、特別名勝温泉岳など、指定文化
財の現状を変更する場合は届出や許可が必要となります。早めに相談や手続きをお願いします。
埋蔵文化財
　市内の地中には、たくさんの古代遺跡（埋蔵文化財包蔵地）が眠っています。遺跡のある
土地で開発事業や住宅の建設を行う場合は、文化財保護法に基づく教育委員会への届出が必
要です。
　工事や開発事業を計画される場合は、事前に遺跡の有無や範囲を雲仙市教育委員会に確認
してください。
史跡名勝天然記念物
　市内には特別名勝温泉岳をはじめとした、史跡名勝天然記念物があります。史跡名勝天然記念物の指定区域内で工事
等を行う場合は、雲仙市教育委員会や文化庁長官の許可が必要な場合があります。許可までに期間を要しますので、早
めに相談および申請をお願いします。
対象文化財（例）

伝統的建造物群保存地区
　国見町神代小路地区の約９.８haが、江戸期の武家屋敷群を基盤とした伝統的景観を今日に伝え
る地区として、国の重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けています。
　保存地区内で、外観の景観を変更する行為を行う場合は、現状変更申請を行う必要があります。

市指定文化財
百花台遺跡出土品
（旧石器時代）

神代小路のまちなみ

○特別名勝
　　温泉岳（温泉岳は普賢岳一帯から地獄地帯、田代原、
諏訪の池に至る広範囲が指定区域となります。）
　※温泉街周辺も範囲に含まれます。建物の建築や改
修などを行う場合は文化庁の許可が必要な場合があ
ります。

○天然記念物
　　普賢岳紅葉樹林（小浜町）、野岳イヌツゲ群落（小
浜町）、土黒川のオキチモズク発生地（国見町）など。
○史跡
　　南串山のキリシタン墓碑（南串山町）、杉峰城跡（瑞
穂町）、弘法原遺跡（吾妻町）、一本松古墳（愛野町）など。

● 広報うんぜん
令和 4年5月 10● 広報うんぜん

令和 4年5月11
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【職種別の受験資格】
◆建築（大学卒業程度）
　昭和61年４月２日以降に生まれた人で一級建築士の
資格を有する、または一級建築士受験資格を取得見込
みの人
◆栄養士（資格免許職）
　昭和61年４月２日以降に生まれた人で管理栄養士の
資格を有する、または採用される日までに取得見込み
の人
※今年度、本市が募集した職員採用試験に申し込みを
　された方は、当該採用試験の全試験職種に申し込み
　ができません。（年度内再申し込み不可）

【採用予定数】 若干名（すべての職種）

【申込書請求】
　人事課または各総合支所地域振興課で交付するほか、
郵送で請求することもできます。
　郵送での請求の場合は、封筒の表に「職員採用試験
申込書請求(希望する試験職種)」と朱書きし、あて先明
記の返信用封筒(Ａ４サイズの用紙を折らずに封入でき
る封筒で、120円切手を貼付）を同封したうえで、人事
課へ送付してください。

【申込方法】
　「申込書」に必要事項を記入し、６か月以内に撮影
した写真を貼付のうえ、人事課または各総合支所地域
振興課へ提出し、受験票を受け取ってください。
　また、郵送でも申し込むこともできます。郵送の場
合は、封筒の表に「試験申込」と朱書きし、簡易書留
にて人事課へ送付してください。郵送の場合は受験票
を返送しますので、申込書にある「返送用はがき」に
あて先を明記し、63円切手を必ず貼った上で送付をお
願いします。

【申込受付・期限】
◆６月10日（金）まで
◆月曜～金曜　午前８時30分～午後５時15分
※郵送の場合は６月10日消印有効

【第一次試験】
◆日時　７月10日（日）
◆場所　雲仙市役所

　　　　　　問　人事課　☎0957-38-3111
　　　　　　　　http://www.city.unzen.nagasaki.jp

雲仙市職員採用試験（令和５年４月１日 採用）

　家庭内のもめ事や隣近所とのトラブルなど
みなさまの悩みや心配ごとを人権相談委員に相談
してみませんか？
　右記の日程で特設人権相談所を開設しますので、
お気軽にご相談ください。

★事前の申し込みの必要はありません。
★お住まいの町以外の会場でも受けられます。
★午前健診（午前８時～10時受付）は、胃がん検診（バリウム）、
　腹部エコー検査が受けられます。

６月１日は「人権擁護委員の日」
「特設人権相談所」開設

問　地域づくり推進課　☎0957-38-3111

問　総合窓口課　☎0957-38-3111

相談無料・秘密厳守・予約不要

６月２日（木） 午前10～午後３時

実施日開設場所 相談時間
国 見 町 文 化 会 館
瑞 穂 町 公 民 館
吾妻町ふるさと会館
愛の夢未来センター
千々石保健センター
小浜老人福祉センター
南串山保健福祉センター

５月の集団健診
日　程地区 会　場 受付時間

５月11日（水）
５月12日（木）
５月13日（金）
５月15日（日）
５月16日（月）

国見
国見町文化会館

神代研修センター

午後０時30分～２時

午前８時～10時

５月17日（火）
５月18日（水）
５月19日（木）
５月20日（金）
５月21日（土）

小浜

富津漁民センター

小浜体育館

午後０時30分～２時

午前８時～10時

令
和
４
年
度
の

「
健
康
診
査
」始
ま
り
ま
す
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・働きたくても病気や介護で働けない・・・
・生活保護制度をくわしく知りたい
・医療費や介護費が不安・・・
・なかなか仕事が見つからない　
　　　　　　　などの不安がある方

◆相談や申請はどうするの？
　・面接でお話をお聞きしますので、窓口（雲仙市福祉
　　事務所保護課または各総合支所）までお越しくださ
　　い。相談は、本人だけではなく、家族の方などでも
　　大丈夫です。
　・病気などにより、どうしても窓口に来ることができ
　　ない場合は職員が訪問します。お気軽にご連絡くだ
　　さい。

◆どんな支援があるの？
　生活保護には次の８種類があります。
　　○生活扶助　○住宅扶助　○教育扶助
　　○介護扶助　○医療扶助　○出産扶助
　　○生業扶助　○葬祭扶助

◆相談場所
　雲仙市福祉事務所　保護課
　千々石町戊582／☎0957-36-2500

◆相談日時
　月曜日～金曜日
　午前８時30分～午後５時15分

問　保護課　☎0957-36-2500

くらしの困りごとありませんか？
～生活保護制度～

令和４年度
雲仙市海水浴場管理運営業務受託者募集

　２年以上受け取ると支払った付加保険料以上の金額を
年金として受け取ることができます。
　例えば･･･
　　毎月の保険料に上乗せして「400円」の付加保険料
　を40年間（20歳から60歳まで）納めていた場合に受
　け取る付加年金額は、「200円×480月（40年）＝
　96,000円」
　◎65歳から受給する老齢基礎年金に「年額96,000円」
　　の付加年金が上乗せされます。
　※付加年金は定額のため物価スライド（増額・減額）
　　はありません。

◇納付する際の注意点
　・付加保険料は申し出をした月からの支払いとなります。
　・納期限は「翌月末日」です。納期限を経過した場合
　　でも、期限から２年間は付加保険料を納めることが
　　できます。
　・付加保険料の納付をやめる場合は「付加保険料納付
　　辞退申出書」の提出が必要です。
　・国民年金基金に加入されている方は付加保険料を納
　　めることはできません。

◇詳しくは・・・
　・ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165（ナビダイヤル）
　・諫早年金事務所　　☎0957-25-1662

問　総合窓口課　☎0957-38-3111

国民年金からのお知らせ

ハローワーク諫早巡回相談
　ハローワーク諫早の専門職員と直接相談できます。
　事前に電話でご連絡ください。

日　時　５月11日（水）午前10時30分～午後３時15分
場　所　千々石保健センター　２階会議室
対象者　・なかなか仕事が見つからない方
　　　　・ひとり親家庭のお父さんやお母さん　など
内　容　職業相談、職業紹介（１人45分）

問　保護課・子ども支援課　☎0957-36-2500

自立相談支援事業
　「しごと」や「くらし」の困りごとありませんか？
あなたの生活・お金・仕事に関する悩みを解決へ向け
て支援します。
　一人で抱え込まずにまずはお電話を！

※住宅確保給付金の相談も受け付けます。
※仕事をお探しの方は、右記のハローワーク諫早巡回
　相談へ参加することもできますので、ご相談くださ
　い。

問　保護課　☎0957-36-2500

　募集要項・申込書は、雲仙市ホームページ
または財産管理課、各総合支所地域振興課に
あります。
　希望される方は、必ず募集要項を確認のう
え、財産管理課または各総合支所地域振興課
にお申込みください。

問　財産管理課　☎0957-38-3111

　国民年金定額保険料に「付加保険料」を上乗せして
納めることで、将来受け取る年金額を増やせます！

秘密厳守

＜保険料と年金額＞
定額保険料に上乗せして納める金額（付加保険料）
⇒「月額400円」
老齢基礎年金に上乗せして受け取る年金額
⇒「200円×付加保険料納付月数」（年額）

長浜海水浴場（国見町神代戊地先）

1,039,500円（税込）

７月１日（金）～８月19日（金）

午前８時30分～午後５時

５月９日（月）～27日（金）
月曜～金曜　午前８時30分～午後５時15分

対 象 施 設

委 託 金 額

業務委託期間

業 務 時 間

申込受付期間
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【職種別の受験資格】
◆建築（大学卒業程度）
　昭和61年４月２日以降に生まれた人で一級建築士の
資格を有する、または一級建築士受験資格を取得見込
みの人
◆栄養士（資格免許職）
　昭和61年４月２日以降に生まれた人で管理栄養士の
資格を有する、または採用される日までに取得見込み
の人
※今年度、本市が募集した職員採用試験に申し込みを
　された方は、当該採用試験の全試験職種に申し込み
　ができません。（年度内再申し込み不可）

【採用予定数】 若干名（すべての職種）

【申込書請求】
　人事課または各総合支所地域振興課で交付するほか、
郵送で請求することもできます。
　郵送での請求の場合は、封筒の表に「職員採用試験
申込書請求(希望する試験職種)」と朱書きし、あて先明
記の返信用封筒(Ａ４サイズの用紙を折らずに封入でき
る封筒で、120円切手を貼付）を同封したうえで、人事
課へ送付してください。

【申込方法】
　「申込書」に必要事項を記入し、６か月以内に撮影
した写真を貼付のうえ、人事課または各総合支所地域
振興課へ提出し、受験票を受け取ってください。
　また、郵送でも申し込むこともできます。郵送の場
合は、封筒の表に「試験申込」と朱書きし、簡易書留
にて人事課へ送付してください。郵送の場合は受験票
を返送しますので、申込書にある「返送用はがき」に
あて先を明記し、63円切手を必ず貼った上で送付をお
願いします。

【申込受付・期限】
◆６月10日（金）まで
◆月曜～金曜　午前８時30分～午後５時15分
※郵送の場合は６月10日消印有効

【第一次試験】
◆日時　７月10日（日）
◆場所　雲仙市役所

　　　　　　問　人事課　☎0957-38-3111
　　　　　　　　http://www.city.unzen.nagasaki.jp

雲仙市職員採用試験（令和５年４月１日 採用）

　家庭内のもめ事や隣近所とのトラブルなど
みなさまの悩みや心配ごとを人権相談委員に相談
してみませんか？
　右記の日程で特設人権相談所を開設しますので、
お気軽にご相談ください。

★事前の申し込みの必要はありません。
★お住まいの町以外の会場でも受けられます。
★午前健診（午前８時～10時受付）は、胃がん検診（バリウム）、
　腹部エコー検査が受けられます。

６月１日は「人権擁護委員の日」
「特設人権相談所」開設

問　地域づくり推進課　☎0957-38-3111

問　総合窓口課　☎0957-38-3111

相談無料・秘密厳守・予約不要

６月２日（木） 午前10～午後３時

実施日開設場所 相談時間
国 見 町 文 化 会 館
瑞 穂 町 公 民 館
吾妻町ふるさと会館
愛の夢未来センター
千々石保健センター
小浜老人福祉センター
南串山保健福祉センター

５月の集団健診
日　程地区 会　場 受付時間

５月11日（水）
５月12日（木）
５月13日（金）
５月15日（日）
５月16日（月）

国見
国見町文化会館

神代研修センター

午後０時30分～２時

午前８時～10時

５月17日（火）
５月18日（水）
５月19日（木）
５月20日（金）
５月21日（土）

小浜

富津漁民センター

小浜体育館

午後０時30分～２時

午前８時～10時

令
和
４
年
度
の

「
健
康
診
査
」始
ま
り
ま
す
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27
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25
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24

市
教
育
委
員
会
「
親
子
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

市
福
祉
事
務
所
「
家
庭
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

県
教
育
委
員
会
「
24
時
間
子
供
SO
Sダ
イ
ヤ
ル
」
‥
‥
‥
‥

県
医
療
政
策
課「
小
児
救
急
で
ん
わ
相
談
」（
午
後
6時
～
午
前
8時
、日
祝
日
全
日
）

※
一
般
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）
女
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
男
性
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
　
午
後
６
時
～
９
時
 男
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
一
般
相
談
窓
口
（
人
間
関
係
、
生
き
方
、
家
庭
、
暮
ら
し
な
ど
の
悩
み
相
談
）
☎
09
5-
82
2-
47
30

◆
男
性
相
談
窓
口
（
人
間
関
係
、
生
き
方
、
家
庭
、
暮
ら
し
な
ど
の
悩
み
相
談
）
☎
09
5-
82
5-
96
22

☎
01
20
-9
67
94
7

☎
01
20
-9
28
47
1

☎
01
20
-0
-7
83
10

☎
＃
80
00

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談
（
Ｐ
HＳ
、
IＰ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

休
日
在
宅
歯
科
医
当
番
医
 

　
(診
療
時
間
／
午
前
9時
～
正
午
)

休
日
在
宅
当
番
薬
局
 (営
業
時
間
／
午
前
9時
～
午
後
5時
)

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　
き
ら
り
あ

草
野
歯
科
医
院

吉
田
歯
科
医
院

八
木
歯
科
医
院

高
城
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

み
わ
歯
科

喜
多
歯
科

立
川
歯
科
医
院

ま
き
歯
科

医
療
機
関
名

１
日

３
日

４
日

５
日

８
日

15
日

22
日

29
日

所
在
地

電
話
番
号

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

山
崎
歯
科
医
院

宮
﨑
歯
科
医
院

渡
邉
歯
科
医
院

は
ら
ぐ
ち
歯
科
医
院

田
口
歯
科
医
院

い
な
だ
歯
科

馬
場
歯
科
医
院

山
口
歯
科
医
院

南島
原市
南有
馬町

島原
市田
町

南島
原市
口之
津町

島原
市先
魁町

南島
原市
口之
津町

島原
市中
町

南島
原市
加津
佐町

島原
市

南島
原市
加津
佐町

島原
市

南島
原市
加津
佐町

島原
市上
の町

南島
原市
加津
佐町

島原
市加
美町

南串
山町

島原
市新
町

85
-3
11
0

62
-5
02
6

86
-3
12
2

64
-6
48
0

86
-4
45
2

62
-4
74
5

87
-4
54
7

64
-5
07
7

87
-3
16
3

62
-1
18
0

87
-2
12
1

62
-4
36
1

87
-2
26
3

62
-2
90
1

88
-3
21
5

62
-3
01
6

島
原
薬
剤
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
崎
県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

雲
仙
市
以
外
の
休
日
当
番
医
の
情
報
や

最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

長
崎
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

14
13

7
6

12
8

9
11

10

5
1

2
4

3
日

月
火

水
木

金
土

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。※
市
外
局
番“
09
57
”は
省
略
し
て
い
ま
す
。

21
20

19
15

16
18

17

29
30

31

＊
休
日
在
宅
当
番
医
は
、急
に
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す。

　
最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
上
記
ホ
ーム
ペ
ー
ジ
や
、新
聞
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

5月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

今
月
の
税

　
　
・
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

　
　
・
固
定
資
産
税
（
１
期
）

●
納
期
限
・
口
座
振
替
日

　
　
５
月
31
日（
火
）

●
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
残
高
の

　
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん

 （
午
後
1時
30
分
～
3時

30
分
、愛
の
夢
未
来
セ

ン
タ
ー
）

医 医　
長
田
医
院

（
瑞
穂
町
　
77
-3
62
2）

　
く
さ
の
循
環
器
内
科

（
千
々
石
町
 3
7-
60
50
）

医 医　
永
吉
医
院

（
吾
妻
町
　
38
-2
01
5）

　
松
島
外
科

（
小
浜
町
　
74
-4
38
8）

こ
ど
も
の
日

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

●
午
前
の
相
談（
受
付
／
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
、5
月
の
対
象
R3
.5
～
R3
.12
生
）は
参
加
自
由
。

　
午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す。
（
受
付
／
午
後１
時
30
分
～１
時
45
分
）

●
の
対
象
者
に
は
通
知
を
送
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● 広報うんぜん
令和  4年5月 16

問　健康づくり課　☎0957-36-2500

“からだ”と“こころ”の健康相談
　「健康が気になる」「眠れない」「何かしら不安になる」
「タバコをやめたい」など、からだやこころの健康に
関する相談に、各総合支所等で保健師が対応します。

○新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により中止する
　場合があります。
○相談がある場合は、健康づくり課までお気軽にご連絡くだ
　さい。

健康うんぜん21計画（NEWS21）
みんなでなくそう！望まない受動喫煙

　自分が喫煙していなくても、周りに喫煙者がいることでたばこの煙を吸ってしまうことを「受動喫煙」
といいます。喫煙者が吸っている煙より、たばこの先から立ち上る煙に多くの有害物質が含まれているこ
とから、受動喫煙でもたばこの害を受けてしまいます。
　毎年５月31日～６月６日を「禁煙週間」と定め、たばこに関する知識の普及・啓発をおこなっています。
　この機会に、「受動喫煙」について考えてみましょう！

【５月の相談日】　時間：午前９時～11時
場　所 日にち

17日（火）
 18 日（水）
19日（木）
20日（金）
23日（月）
24日（火）
25日（水）

　日本では、受動喫煙との関連が確実な『脳卒中』、心筋梗塞や狭
心症などの『虚血性心疾患』、『肺がん』、『乳幼児突然死症候群』
の4つの病気により、年間15,000人が亡くなっていると推計されて
います。これは、１日に40人が亡くなることに相当し、その健康への
影響は深刻です。

　たばこの煙に含まれる有害物質は、喫煙者の髪や
服、煙の漂う範囲にある壁や家具、カーテン、洗濯
物などに付着し、「たばこ臭」とな
ります。服や家具等に付着した「た
ばこ臭」を吸い込むことで、 たばこ
の害を受けてしまいます。

　「隣で吸わなければ大丈夫」と思っていませんか？
受動喫煙の範囲は広く、
半径25ｍ周囲まで届く
ことがわかっています。

　喫煙後45分間は口から有害物質
が出ていることが分かっています。
外でたばこを吸ったとしても、
すぐに部屋に戻ると、約45分間はたばこの害を周囲
に与えてしまうことになります。

　加熱式・電子たばこにも、有害物質
が含まれています。従来のたばこと同
様に、吐き出された煙が周囲に漂うこ
とで受動喫煙が発生します。

◎受動喫煙によってリスクが高まる病気

受動喫煙について知り、あなたと大切な人達の健康を守りましょう！

□ たばこの煙は25ｍ先まで届く

□ 「たばこ臭」でもたばこの害を受ける

□ 喫煙後45分間は、口からたばこの有害物質

　 が出ている

□ 加熱式・電子たばこでも受動喫煙はおこる

毎年15,000人が受動喫煙と関連が
ある病気により亡くなっています！

国見総合支所
瑞穂総合支所
雲 仙 市 役 所
愛野総合支所
千々石総合支所
小浜総合支所
南串山総合支所

脳卒中（1.3倍）

肺がん（1.3倍）

虚血性心疾患（1.3倍）

乳幼児突然死症候群（4.7倍）

実は知られていない⁉たばこの「ホント」
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問　総合窓口課　☎0957-38-3111 ／長崎県後期高齢者医療広域連合　☎095-816-3930

後期高齢者のみなさまへ

　長崎県後期高齢者医療広域連合では、「お口“いきいき”健康支援（口腔ケア）事業」を実施しています。
　お口の機能（噛む力、飲み込む力等）が衰えると、食事が美味しく食べられないだけでなく、肺炎などの病気
につながります。
　お口の機能を保ち、健康で生活できるように、お口の健康指導を受けてみませんか？

問　健康づくり課　☎0957-36-2500

風しん第５期  抗体検査・予防接種  のお知らせ
　対象者は風しんの公的な予防接種を受ける機会がなかった世代で、感染する
と症状(発熱や発疹等)が重くなることがあります。
　また、妊婦の方が風しんに感染すると、お腹の赤ちゃんに影響が出る可能性

があります。ご家族や身近な方を守る為にも、まずは、抗体検査を受けましょう。抗体が少ない方は感染リスク
がありますので、早めに予防接種を受けましょう。

お口の健康指導を受けてみませんか？

クーポン券の有効期限
が延長されました

お口の中の『健康チェック』
無料！

○長崎県後期高齢者医療の
　被保険者の方
　（県外居住の方や入院（所）  
　中の方は除きます。）

○長崎県後期高齢者医療
　広域連合
○雲仙市役所、または　
　お近くの総合支所
○受診を希望する
　歯科医院

○歯科医院へ予約し、受
　診券と保険証を持って
　受診
（注）治療は対象外であり、
　　  同日に行えません。

対象者 受診券の申込先 受診券が届いたら

※一部受診できない歯科医院がありますので、受診の際はお問い合わせください。

★有効期限が2020年３月、2022年３月となっているクーポン券は2023年（令和５年）２月末まで使用可能です。

対象者 • 昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性

• 全国の実施医療機関（事前予約が必要です）
  ※職場の健康診断でも可能な場合があります（事前に職場にご確認ください）
• クーポン券
• 健康保険証等の住所の確認が出来るもの
• 転入された方やクーポン券を紛失された方は、総合窓口課（吾妻）、健康づくり課（千々石）、
  各総合支所地域振興課で再交付申請が出来ます。
  ※健康保険証等の住所の確認が出来るものが必要です。

• 令和５年（2023年）２月28日まで

• 抗体検査・予防接種ともに『無料』　※２回目以降は全額自己負担となりますので、ご注意ください。

持参品

その他

実施場所

費　用

クーポン券の
有効期限
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　「隣で吸わなければ大丈夫」と思っていませんか？
受動喫煙の範囲は広く、
半径25ｍ周囲まで届く
ことがわかっています。
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が出ていることが分かっています。
外でたばこを吸ったとしても、
すぐに部屋に戻ると、約45分間はたばこの害を周囲
に与えてしまうことになります。

　加熱式・電子たばこにも、有害物質
が含まれています。従来のたばこと同
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とで受動喫煙が発生します。

◎受動喫煙によってリスクが高まる病気

受動喫煙について知り、あなたと大切な人達の健康を守りましょう！

□ たばこの煙は25ｍ先まで届く

□ 「たばこ臭」でもたばこの害を受ける

□ 喫煙後45分間は、口からたばこの有害物質

　 が出ている

□ 加熱式・電子たばこでも受動喫煙はおこる

毎年15,000人が受動喫煙と関連が
ある病気により亡くなっています！

国見総合支所
瑞穂総合支所
雲 仙 市 役 所
愛野総合支所
千々石総合支所
小浜総合支所
南串山総合支所

脳卒中（1.3倍）

肺がん（1.3倍）

虚血性心疾患（1.3倍）

乳幼児突然死症候群（4.7倍）

実は知られていない⁉たばこの「ホント」



ホッ
と子育て　 ステーション子育て　 ステーション

● 広報うんぜん
令和  4年5月 18

問　子ども支援課　☎0957-36-2500

子育てに関する悩みや不安は、一人で悩まずご相談ください

　雲仙市では、雲仙市在住者（出身者）で、貸付
条件に該当し対象学校に在学する人に対し、奨学
資金を無利子で貸し付けます。
【貸付条件】次の全てに該当する人
１．扶養者が１年以上雲仙市内に居住している人
２．学業、人物ともに奨学生としてふさわしい人
３．経済的な理由により修学困難な人
※他の奨学金制度との併給可
【対象学校】
① 大学・大学院・短期大学・農業大学校
② 高等専門学校・専修学校（専修学校設置基準
　 による修業年限２年以上の学校）・各種学校
　（各種学校規程による修業年限2年以上の学校）
③ 高等学校

【貸付金額】
　 ①･･･月額20,000円以内
　 ②･･･月額15,000円以内
　 ③･･･月額12,000円以内
【申込期限】
　５月27日（金）
【申込方法】
　教育委員会総務課・生涯学習課各駐在にある奨
学資金貸付申込書（市ホームページからダウン
ロードも可能）に必要書類を添付し、教育委員会
総務課または各駐在に提出してください。

問　総務課　☎0957-37-3113

☜募集要項などは市ホームページでもご覧にな
　　れます

雲
仙
市
奨
学
資
金

《相談場所》
雲仙市福祉事務所　子ども支援課
（雲仙市千々石町戊582）

《相談受付》
月曜～金曜　午前８時30分～午後５時

子どもと一緒に
気軽に遊びに行
ける場所はない
かな

保育所や認定こど
も園などの利用手
続きはどうしたら
いいの

子どもが病気で
保育園へ行けな
いけど、仕事を
休めない

入院することにな
ったけど、子ども
を預けるところが
ない・・・

ストレスが…
少しの時間、
子どもをみても
らえないかしら

　子育てをしていると、さまざまな悩みや困りごとが次々
に出てきます。また、子どもの年齢によって悩みの内容も
変わってきます。そんな時は、自分一人で考え込まずに、
誰かを頼ってみましょう。相談内容に応じて、子育て支援
員が情報の提供を行います。何でもお気軽にご相談ください。
電話相談も可能です。
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マイナンバーカードの出張申請を受付中 骨髄等の提供者に助成金を交付します

　新型コロナウイルス感染症が長期化する中、生活・暮らしを支援
するために、住民税非課税世帯等に臨時特別給付金を支給しています。

住民税均等割非課税世帯（1世帯当たり10万円）
　対象世帯へは、個別に通知を送付しています。
【申請方法】　
　送付している「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金支給要件確認書」を返送してください。
【申請期限】
　発行日から３か月以内の月日（返送期限が迫っています）
　※期限までに返送がない場合は、本給付金の支給を辞退したものとみなします。早めの返送をお願いします。

家計急変世帯（１世帯当たり10万円）
【対象要件】
　① 令和３年１月以降、新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少した
　② 住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金を受給した世帯に属していた人はいない
　③ 雲仙市に住民登録がある
【申請方法】
　給付金の受給には申請が必要です。申請書は福祉事務所または総合窓口課、各総合支所にあります。
　要件を満たす人は、申請書等を郵送または上記窓口へ提出してください。
【申請期限】
　９月30日（金）

　皆さまの勤務先や団体などの会場に市の職員が伺
い、マイナンバーカードの申請を一括して受け付け
ます。
　会場で本人確認と写真撮影を行うため、申請者は
市役所窓口に来庁せずに勤務先等でマイナンバーカ
ードの申請と受け取りができます。
※申請からカードができるまで約１か月かかります。

対象団体　
①企業や団体
②地域団体（自治会、学校、各種サークルなど）

対象者
・雲仙市に住民登録がある
　満15歳以上の人
・初めてマイナンバーカード
　を申請する人

　マイナンバーカード出張申請は、開庁日の午前
10時から午後４時の間で実施しています。
　その他の時間帯をご希望の場合はご相談くださ
い。詳しくはお問い合わせください。

問　総合窓口課　☎0957-38-3111

骨髄・末梢血幹細胞移植（★）と提供者（ドナー）登録の推進
を図るため、雲仙市骨髄等移植ドナー支援事業として、令和
３年度から助成金を交付しています。
対象
次のすべてに該当する人
（市税に滞納がある人や暴力団関係者は対象外）
①骨髄等の提供を完了した日に、市内に住所を有する人
②骨髄等の提供を完了したことを証明する書類の交付を受け 
　た人
③骨髄等を提供するにあたり、骨髄等提供のための有給休暇
　制度を設けている企業や団体に属していない人
④この助成金に類する他の助成金の交付を受けていない人

助成額
　骨髄等の提供に必要な通院や入院などに１日につき２万円、
１回の提供に対し14万円を上限として助成

申請
　骨髄等の提供が完了した日から90日以内に申請書などの
書類の提出が必要です。

★骨髄移植・末梢血幹細胞移植とは？
　白血病や再生不良性貧血などの病気に
よって、正常な造血が行われなくなった
患者さんの造血幹細胞を、健康な人から
提供された骨髄や末梢血中の造血幹細胞
に置き換えることによって、造血機能を
回復させる治療法です。

問　健康づくり課　☎0957-36-2500

気軽にご相談ください♪

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
確認書の返送、申請はお済みですか？

　　　　 問
住民税非課税世帯等に
対する臨時特別給付金
担当窓口（福祉事務所）
   ☎0957-37-6360

ホッ
と子育て　 ステーション子育て　 ステーション
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問　子ども支援課　☎0957-36-2500

子育てに関する悩みや不安は、一人で悩まずご相談ください

　雲仙市では、雲仙市在住者（出身者）で、貸付
条件に該当し対象学校に在学する人に対し、奨学
資金を無利子で貸し付けます。
【貸付条件】次の全てに該当する人
１．扶養者が１年以上雲仙市内に居住している人
２．学業、人物ともに奨学生としてふさわしい人
３．経済的な理由により修学困難な人
※他の奨学金制度との併給可
【対象学校】
① 大学・大学院・短期大学・農業大学校
② 高等専門学校・専修学校（専修学校設置基準
　 による修業年限２年以上の学校）・各種学校
　（各種学校規程による修業年限2年以上の学校）
③ 高等学校

【貸付金額】
　 ①･･･月額20,000円以内
　 ②･･･月額15,000円以内
　 ③･･･月額12,000円以内
【申込期限】
　５月27日（金）
【申込方法】
　教育委員会総務課・生涯学習課各駐在にある奨
学資金貸付申込書（市ホームページからダウン
ロードも可能）に必要書類を添付し、教育委員会
総務課または各駐在に提出してください。

問　総務課　☎0957-37-3113

☜募集要項などは市ホームページでもご覧にな
　　れます

雲
仙
市
奨
学
資
金

《相談場所》
雲仙市福祉事務所　子ども支援課
（雲仙市千々石町戊582）

《相談受付》
月曜～金曜　午前８時30分～午後５時

子どもと一緒に
気軽に遊びに行
ける場所はない
かな

保育所や認定こど
も園などの利用手
続きはどうしたら
いいの

子どもが病気で
保育園へ行けな
いけど、仕事を
休めない

入院することにな
ったけど、子ども
を預けるところが
ない・・・

ストレスが
少しの時間、
子どもをみても
らえないかしら

　子育てをしていると、さまざまな悩みや困りごとが次々
に出てきます。また、子どもの年齢によって悩みの内容も
変わってきます。そんな時は、自分一人で考え込まずに、
誰かを頼ってみましょう。相談内容に応じて、子育て支援
員が情報の提供を行います。何でもお気軽にご相談ください。
電話相談も可能です。
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おお 知知福福 祉祉 らら せせの

視覚障害者生活訓練に
参加してみませんか？

　雲仙市社会福祉協議会（市委託事業者）では、毎月3回、
視覚に障がいのある方を対象に、点字の習得や歩行訓練を
行っています。また、ボランティアの方との交流会や施設
見学などもあり、日常生活の向上を目標に楽しく訓練を行
うことができます。
　参加は無料で送迎バスもありますので、お気軽にご参加
ください。

【開催日・会場】
　５月11日（水）愛野保健福祉センター
　５月18日（水）愛野保健福祉センター
　５月25日（水）愛野保健福祉センター
【時間】
　午前10時～午後２時

問　雲仙市社会福祉協議会　☎0957-37-2855
福祉課　☎0957-36-2500

障害者巡回相談の
お知らせ

　社会福祉法人南高愛隣会「ＢＲＩＤＧＥ
はあと」（市委託事業者）は、障がいの
ある方やその家族を対象に毎月巡回相談
を行っています。
　お気軽にご相談ください。秘密は厳守
します。　　　　　（予約不要、無料）

【日　時】５月９日（月）　
　　　　　午後１時30分～４時
【会　場】南串山総合支所

　障がい者（児）の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、市が委託する相談支援事業所等を軸とした
関係機関が協力して、障がいのある方やその家族の生活を地域全体で支えます。
主な支援機能
①相談【24時間365日相談体制】
　緊急時の支援が見込めない世帯を事前に把握・登録した上で、常時の連絡体制を確保し、障がいの特性
に起因して生じた緊急の事態等に必要なサービスの相談その他必要な支援を行います。
②緊急時の一時受入れ対応
　短期入所施設等を活用し、介護者の急病や障がい者の状態変化等の緊急時の受け入れや医療機関への連
絡等の必要な対応を行います。
施設情報

問　福祉課　☎0957-36-2500

雲仙市地域生活支援拠点事業

BRIDGEはあと（社会福祉法人　南高愛隣会）
愛野町乙493番地６
080-6862-3418
午前8時30分～午後５時　※緊急時の相談については24時間対応
土日祝日、12月29日～1月3日　※緊急時の相談については年中無休

相談：無料
　※緊急時の一時受け入れは、障害福祉サービスの利用となるため、利用者負

　　　　　　　担額が発生する場合があります。詳しくはご相談ください。
電話、来所

問　福祉課　☎0957-36-2500

委託事業者
住 所
電 話 番 号
開 業 時 間
休 業 日

利 用 料 金

利 用 方 法

ブリッジ

ブ リ ッ ジ

※「緊急時」とは、家族等養護（介助）者の疾病等による急な不在や精神的不安等に伴う一時的な避難などを想定しています。

※新型コロナウイ
　ルス感染症の拡
　大状況により、
　中止になる場合
　があります。
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　子ども支援部会では、支援が必要な子どもに携わる福祉関係機関が集まり、雲仙市の子どもの成長段階
に応じた良い支援ができるよう、ネットワークの形成や資源の充実を図っています。
　今回は、「指定相談支援事業所」と「児童通所サービス」について、その内容をご紹介します。雲仙市
内の事業所の名称や所在町など、詳しくは、３月号でご紹介した「雲仙市こども相談支援マップ」にも掲
載しています。
　詳しくは、右の二次元コードから雲仙市ホームページをご覧ください。

指定相談支援事業所
　サービス（療育、通所サービスなどの福祉サービス）の利用など全般的な相談に応じ、サービス利用計
画の作成や利用の調整を行います。相談は無料です。
　雲仙市に指定相談支援事業所は６事業所あり、そのうち、児童を対象としている事業所は５事業所あり
ます。

児童通所サービスの種類
　雲仙市内の児童通所サービスは、次の３種類があり、お子さまの単独通所型と親子通所型があります。
事業所により、通所型や対応している種類は異なりますので、指定相談支援事業所へご相談の上、各事業
所へお問い合わせください。

はり等施術受給者証
対象者…雲仙市内に住所を有
している人。
持参するもの
①本人の場合
　健康保険証や免許証などの
　本人確認できるもの　
②代理人が窓口へ出向く場合
　利用者本人の健康保険証や
　免許証などの本人から委任
　されたと確認できるもの

高齢者および障害者タクシー券
対象者…雲仙市内に住所を有し、かつ、現に居住している人で次の要
件のいずれかを満たす人。
①満70歳以上の人
②障害者手帳１級～３級、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持
　ちの人
※年度途中で①、②いずれかの要件を満たした場合は該当月から受け
　取ることができます。
持参するもの
①本人の場合…健康保険証や免許証などの本人確認できるもの、印鑑  
　（認印可）
②代理人が窓口へ出向く場合…利用者本人の健康保険証や免許証など
　の本人から委任されたと確認できるもの、印鑑（本人または代理人
　の認印可）
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、更生医療受給者証（人工
　透析のみ）、特定医療費（指定難病）受給者証または、運転経歴証明書をお持ち
　の人は、必ずご持参ください。

問　福祉課　☎0957-36-2500

令和４年度「はり等施術受給者証」「高齢者および障害者タクシー券」を交付しています

問　福祉課　☎0957-36-2500

雲仙市地域自立支援協議会子ども支援部会だより

１）児童発達支援

　療育が必要な未就学の児童
が通えるところです。
　日常生活で必要な基本的な
動作の訓練や集団生活への適
応訓練等が受けられます。

２）放課後等デイサービス

　療育が必要な就学中の児童が通え
るところです。
　放課後や土曜日、長期休暇（夏休
み等）に利用でき、生活能力向上の
ための訓練等が受けられます。

３）保育所等訪問支援

　療育が必要で、集団生活へ
の適応のための専門的な指導
を必要とするときに、保育所
や学校など訪問し、必要な支
援を行います。

お住まいの各総合支所地域振興課福祉担当窓口（吾妻町は総合窓口課、千々石町は福祉課）、
代理人の受け取りもできます。交付窓口
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おお 知知福福 祉祉 らら せせの

視覚障害者生活訓練に
参加してみませんか？

　雲仙市社会福祉協議会（市委託事業者）では、毎月3回、
視覚に障がいのある方を対象に、点字の習得や歩行訓練を
行っています。また、ボランティアの方との交流会や施設
見学などもあり、日常生活の向上を目標に楽しく訓練を行
うことができます。
　参加は無料で送迎バスもありますので、お気軽にご参加
ください。

【開催日・会場】
　５月11日（水）愛野保健福祉センター
　５月18日（水）愛野保健福祉センター
　５月25日（水）愛野保健福祉センター
【時間】
　午前10時～午後２時

問　雲仙市社会福祉協議会　☎0957-37-2855
福祉課　☎0957-36-2500

障害者巡回相談の
お知らせ

　社会福祉法人南高愛隣会「ＢＲＩＤＧＥ
はあと」（市委託事業者）は、障がいの
ある方やその家族を対象に毎月巡回相談
を行っています。
　お気軽にご相談ください。秘密は厳守
します。　　　　　（予約不要、無料）

【日　時】５月９日（月）　
　　　　　午後１時30分～４時
【会　場】南串山総合支所

　障がい者（児）の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、市が委託する相談支援事業所等を軸とした
関係機関が協力して、障がいのある方やその家族の生活を地域全体で支えます。
主な支援機能
①相談【24時間365日相談体制】
　緊急時の支援が見込めない世帯を事前に把握・登録した上で、常時の連絡体制を確保し、障がいの特性
に起因して生じた緊急の事態等に必要なサービスの相談その他必要な支援を行います。
②緊急時の一時受入れ対応
　短期入所施設等を活用し、介護者の急病や障がい者の状態変化等の緊急時の受け入れや医療機関への連
絡等の必要な対応を行います。
施設情報

問　福祉課　☎0957-36-2500

雲仙市地域生活支援拠点事業

BRIDGEはあと（社会福祉法人　南高愛隣会）
愛野町乙493番地６
080-6862-3418
午前8時30分～午後５時　※緊急時の相談については24時間対応
土日祝日、12月29日～1月3日　※緊急時の相談については年中無休

相談：無料
　※緊急時の一時受け入れは、障害福祉サービスの利用となるため、利用者負

　　　　　　　担額が発生する場合があります。詳しくはご相談ください。
電話、来所

問　福祉課　☎0957-36-2500

委託事業者
住 所
電 話 番 号
開 業 時 間
休 業 日

利 用 料 金

利 用 方 法

ブリッジ

ブ リ ッ ジ

※「緊急時」とは、家族等養護（介助）者の疾病等による急な不在や精神的不安等に伴う一時的な避難などを想定しています。

※新型コロナウイ
　ルス感染症の拡
　大状況により、
　中止になる場合
　があります。
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問　島原半島ジオパーク協議会事務局　☎0957-65-5540

つなごう！未来へ
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

地球と月が育む海の幸

ぼくらはジオパークに住んでいる～旧小浜鉄道跡をめぐろう！～

　有明海は九州最大の湾で、100 以上の河川が山の
栄養である豊富なミネラルを有明海へと運びこんでい
ます。
　有明海は南から北に向かって深く入り組んだ地形を
しており、海流が南から入って北から戻ってくる動き
と、月の引力による潮の満ち引きの周期が合わさって
増幅されることで、最大６ｍという日本一の干満差を
作り出しています。
　内海であるため有明海の波は穏やかです。しかし潮
の流れが速いため、海底では泥が流されて、砂地が広
がっています。そのため砂地を好むガンバ（トラフグ）
が多く生息しています。
　この潮の干満差を利用した、古くから伝わる漁法が

「スクイ」
です。ス
クイは陸
から海に
向かって
半円形に
組まれた
石 垣 で、
満潮時に
水没する

石垣の中に入り込んだ
魚を、干潮時に捕まえ
ます。漁船による漁業
が発展するにつれて利
用されなくなっていっ
たスクイですが、地域
の方々が今もスクイの
保全活動を行っていま
す。
　全国的にも有名な有
明海の海苔も、干満差
を利用して養殖されて
います。「篊 ( ひび )」
と呼ばれる棒を海に突
き立て支柱にし、篊と
篊の間の網で海苔を育てます。潮が高いときは海苔は
海水に含まれるミネラルを吸収し、潮が低くなると太
陽に照らされて光合成をする。これを繰り返すことで
旨みが凝縮されていくと言われています。
　有明海の海産物は山や川、そして湾の形や月の引力
が揃って生み出されるもの。そういった意味で、有明
海の海の幸は「地球と月のコラボレーション」と言え
るでしょう。
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光
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　島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらを支えるジオの魅力を、その道のプロが毎回たのしく紹介します。
ふるってご参加ください！
日時：5月28日（土）午前10時～正午（受付開始午前9時30分～）※終了時間は、多少前後します。予めご了承ください。
集合場所：雲仙市立富津小学校（小浜町富津3221）※校舎は閉校されていますので、駐車場に集合ください。
参加費：無料　定員：20名　締切：5月13日（金）
服装等：タオル、飲み物、雨具、マスク　※5km程度歩きますので、動きやすい服装でお越しください。
協力：小浜ジオーズ：吉岡 誠一 氏・宮﨑 洋子 氏・中村 和美 氏（島原半島ユネスコ世界ジオパークガイドの会認定ジオガイド）
内容：ひまわりてれびに多数出演されている小浜ジオーズと小浜町富津のまち歩きを通して、トンネルや旧小浜鉄道跡
　　　などについて案内してもらいます。

第54回「ジオ空教室」開催！

　　 　　　申込・問　氏名、住所、性別、生年月日、電話番号を記載したメールまたは電話にてお申込みください。
　　　　　　　　　 　島原半島ジオパーク協議会事務局　TEL：0957-65-5540　E-mail：info@unzen-geopark.jp
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● 広報うんぜん
令和 4年5月 22● 広報うんぜん

令和 4年5月23

広告を出しませんか？広告を出しませんか？

広報うんぜん広告掲載広報うんぜん広告掲載

１か月７,５００円～１か月７,５００円～

市ホームページバナー掲載市ホームページバナー掲載

１か月１０,５００円１か月１０,５００円

市内

割引有！

長期

割引有！

問 広報推進課 ☎0問 広報推進課 ☎0

　雲仙 BASE にある施設を紹介します。

ビジネスルーム
　もともと職員室だった部屋を改修し、
コワーキングスペースとして生まれ変わ
りました。
　Wi－Fi と電源設備が利用できるほか、
コピーやスキャンができる複合機を設置。
いつもと違う環境で仕事に集中したい時
や、仕事もしたいけど子どもたちとも一
緒に過ごしたい時など、地域の皆さまの
ご利用もお待ちしています！

インバウンド接客　おもてなし英会話　販売編
販売の際に必要な接客英語を伝授します。
日時　５月 17日（火）午後２時～３時 30分
定員　10人
費用　1,000 円
申込先　info@kokusai-omura.com　
☎0957-51-1048（雲仙国際交流プラザ）

雲仙福田屋料理道場　出汁の引き方
かつおぶしや煮干しを使った出汁を学べます。
日時　５月 24日（火）午後２時～４時
場所　調理室
定員　８人
費用　1,000 円
申込先　unzenbase2021@gmail.com

ファミリーコンサート
ダンサーまっちさんによる家族で楽しめるス
テージをお届け！
日時　５月 29日（日）午前 10時 30分～
場所　体育館
費用　無料、申込不要
問い合せ先　mamagotoproject@gmail.com

申込・問　雲仙観光局　☎0957-73-3639（担当：松坂・大庭）

　「売り先を拡げたい」「たくさんのひとに作ったものを
食べてもらいたいが、具体的に何をすればいいのか分か
らない」などといった、生産者の悩みを解決するアプリ
「ポケットマルシェ」を活用してみませんか？
　同アプリは、全国の農家や漁師といった生産者と消費
者をつなぎ、一次生産者の販路拡大を手助けするツール
です。
　「ポケットマルシェ」の生産者向け説明会を開催しま
すのでぜひご参加ください。具体的な実用例を示しなが
ら、機能や使い方を詳しく説明します。皆さまのご参加
をお待ちしております。

ポケットマルシェを活用しましせんか？　説明会の案内　

運動場

至 小浜温泉街

札の原バス停
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雲仙小学校前
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集まれ  雲仙 BASE！ ！

問　観光物産課　☎0957-38-3111

5月のイベント

最新情報は公
式インスタグ
ラムでご確認
ください。

ポケットマルシェ生産者向け説明会
日程：６月８日（水）午後７時～
　　　（90分程度）
場所： 愛の夢未来センター（オンラインも可）
定員：30人
参加費：無料
参加申込方法：右記の二次元コードを
　　　　　　　読み込むか、電話でお
　　　　　　　申し込みください。



﹇
広
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問　島原半島ジオパーク協議会事務局　☎0957-65-5540

つなごう！未来へ
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

地球と月が育む海の幸

ぼくらはジオパークに住んでいる～旧小浜鉄道跡をめぐろう！～

　有明海は九州最大の湾で、100 以上の河川が山の
栄養である豊富なミネラルを有明海へと運びこんでい
ます。
　有明海は南から北に向かって深く入り組んだ地形を
しており、海流が南から入って北から戻ってくる動き
と、月の引力による潮の満ち引きの周期が合わさって
増幅されることで、最大６ｍという日本一の干満差を
作り出しています。
　内海であるため有明海の波は穏やかです。しかし潮
の流れが速いため、海底では泥が流されて、砂地が広
がっています。そのため砂地を好むガンバ（トラフグ）
が多く生息しています。
　この潮の干満差を利用した、古くから伝わる漁法が

「スクイ」
です。ス
クイは陸
から海に
向かって
半円形に
組まれた
石 垣 で、
満潮時に
水没する

石垣の中に入り込んだ
魚を、干潮時に捕まえ
ます。漁船による漁業
が発展するにつれて利
用されなくなっていっ
たスクイですが、地域
の方々が今もスクイの
保全活動を行っていま
す。
　全国的にも有名な有
明海の海苔も、干満差
を利用して養殖されて
います。「篊 ( ひび )」
と呼ばれる棒を海に突
き立て支柱にし、篊と
篊の間の網で海苔を育てます。潮が高いときは海苔は
海水に含まれるミネラルを吸収し、潮が低くなると太
陽に照らされて光合成をする。これを繰り返すことで
旨みが凝縮されていくと言われています。
　有明海の海産物は山や川、そして湾の形や月の引力
が揃って生み出されるもの。そういった意味で、有明
海の海の幸は「地球と月のコラボレーション」と言え
るでしょう。
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　島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらを支えるジオの魅力を、その道のプロが毎回たのしく紹介します。
ふるってご参加ください！
日時：5月28日（土）午前10時～正午（受付開始午前9時30分～）※終了時間は、多少前後します。予めご了承ください。
集合場所：雲仙市立富津小学校（小浜町富津3221）※校舎は閉校されていますので、駐車場に集合ください。
参加費：無料　定員：20名　締切：5月13日（金）
服装等：タオル、飲み物、雨具、マスク　※5km程度歩きますので、動きやすい服装でお越しください。
協力：小浜ジオーズ：吉岡 誠一 氏・宮﨑 洋子 氏・中村 和美 氏（島原半島ユネスコ世界ジオパークガイドの会認定ジオガイド）
内容：ひまわりてれびに多数出演されている小浜ジオーズと小浜町富津のまち歩きを通して、トンネルや旧小浜鉄道跡
　　　などについて案内してもらいます。

第54回「ジオ空教室」開催！

　　 　　　申込・問　氏名、住所、性別、生年月日、電話番号を記載したメールまたは電話にてお申込みください。
　　　　　　　　　 　島原半島ジオパーク協議会事務局　TEL：0957-65-5540　E-mail：info@unzen-geopark.jp
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● 広報うんぜん
令和 4年5月 22● 広報うんぜん

令和 4年5月23

広告を出しませんか？広告を出しませんか？

広報うんぜん広告掲載広報うんぜん広告掲載

１か月７,５００円～１か月７,５００円～

市ホームページバナー掲載市ホームページバナー掲載

１か月１０,５００円１か月１０,５００円

市内

割引有！

長期

割引有！

問 広報推進課 ☎0957-38-3111問 広報推進課 ☎0957-38-3111

　雲仙 BASE にある施設を紹介します。

ビジネスルーム
　もともと職員室だった部屋を改修し、
コワーキングスペースとして生まれ変わ
りました。
　Wi－Fi と電源設備が利用できるほか、
コピーやスキャンができる複合機を設置。
いつもと違う環境で仕事に集中したい時
や、仕事もしたいけど子どもたちとも一
緒に過ごしたい時など、地域の皆さまの
ご利用もお待ちしています！

インバウンド接客　おもてなし英会話　販売編
販売の際に必要な接客英語を伝授します。
日時　５月 17日（火）午後２時～３時 30分
定員　10人
費用　1,000 円
申込先　info@kokusai-omura.com　
☎0957-51-1048（雲仙国際交流プラザ）

雲仙福田屋料理道場　出汁の引き方
かつおぶしや煮干しを使った出汁を学べます。
日時　５月 24日（火）午後２時～４時
場所　調理室
定員　８人
費用　1,000 円
申込先　unzenbase2021@gmail.com

ファミリーコンサート
ダンサーまっちさんによる家族で楽しめるス
テージをお届け！
日時　５月 29日（日）午前 10時 30分～
場所　体育館
費用　無料、申込不要
問い合せ先　mamagotoproject@gmail.com

申込・問　雲仙観光局　☎0957-73-3639（担当：松坂・大庭）

　「売り先を拡げたい」「たくさんのひとに作ったものを
食べてもらいたいが、具体的に何をすればいいのか分か
らない」などといった、生産者の悩みを解決するアプリ
「ポケットマルシェ」を活用してみませんか？
　同アプリは、全国の農家や漁師といった生産者と消費
者をつなぎ、一次生産者の販路拡大を手助けするツール
です。
　「ポケットマルシェ」の生産者向け説明会を開催しま
すのでぜひご参加ください。具体的な実用例を示しなが
ら、機能や使い方を詳しく説明します。皆さまのご参加
をお待ちしております。

ポケットマルシェを活用しましせんか？　説明会の案内　

運動場

至 小浜温泉街

札の原バス停
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集まれ  雲仙 BASE！ ！

問　観光物産課　☎0957-38-3111

5月のイベント

最新情報は公
式インスタグ
ラムでご確認
ください。

ポケットマルシェ生産者向け説明会
日程：６月８日（水）午後７時～
　　　（90分程度）
場所： 愛の夢未来センター（オンラインも可）
定員：30人
参加費：無料
参加申込方法：右記の二次元コードを
　　　　　　　読み込むか、電話でお
　　　　　　　申し込みください。



情報ひろば

消費生活センター　☎0957-38-7830
くらしの情報通信 今月のテーマ

困ったときは消費生活センターへすぐ相談！

61
『点検商法のトラブル

　　　　　～不要ならきっぱり断る』

お問い合わせ  雲仙市消費生活センター ☎０９５７（38）7830
困ったときには、すぐに消費生活センターにご相談ください。

【相談事例】
　　３年前、突然家に「近所でシロ
アリ駆除をしたので、この辺りを
無料で点検している」と業者が訪
ねてきた。無料ならと点検を頼ん
だところ、床下を点検後、シロア
リが食べた後だという床下の写真
を見せられた。業者から「シロア
リ駆除をしないと、１０年後に住め
なくなる。料金は５０万円だが、特
別に３０万円でいい」と言われ、慌
てた私は高額だったが、その場で
契約してしまった。翌日、娘にこ
の話をしたところ、「本当かどうか
怪しい、不審だ」と言う。解約し
たい。　　　　

　（80代　女性）

【アドバイス】
●事例のケースは点検商法といって
「無料で点検する」と販売目的を隠
して消費者に近づく手口です。屋
根や床下などなかなか入れないよ
うな場所に入っていき、「大変だ！」
などと不安をあおって、契約を誘
います。ほかにも、布団の点検や
水道水の検査をして「ダニがいっ
ぱい」「こんな水を飲んでいると病
気になる」と言って、高い布団や
浄水器などを売りつけたりする事
例もあります。

●「今日契約するなら値引きする」な
どと契約を急がせようとしますが、

家族や周りの人にも相談し、必要
がなければきっぱり断りましょう。
他の業者に調べてもらったりして、
十分に検討しましょう。

●家族や周囲の人も、高齢者の家に
不審な訪問者が来ていないか、家
の中に見慣れない封筒や契約書が
ないかなど日頃から気を配りましょう。

●訪問販売で契約した場合は、契約
書面を受け取った日から８日以内
であればクーリング・オフ（無条
件契約解除）が可能です。期限を
過ぎていても契約解除ができる
ケースもあります。
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● 広報うんぜん
令和 4年5月 24● 広報うんぜん
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い
、

尊
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し
、
協
力
し
合
う
ま
ち
　
雲
仙
市

Vol.170

問
男女共同参画センター
（地域づくり推進課内）
☎0957-38-3111

利用しませ
んか？

女性の 働きたい! 起業したい! を応援♪
「ウーマンズジョブ ほっとステーション」

長崎県人材活用支援センター 女性就業支援コーナー
ウーマンズジョブほっとステーション

長崎市川口町13‐1長崎西洋館３階
開館時間　平日午前10時～午後6時30分
（西洋館休館日除く）TEL：095－842－5424

【お問合せ・ご予約】

◆今までの仕事の経験やスキルを活かして
　自宅でお店やサロンを開きたい！
◆起業に必要な段取りや手続き、資金調達の
　方法を相談したい！

毎月2回、中小企業庁「長崎県よろ
ず支援拠点」の女性専門スタッ
フによる起業相談を行っていま
す。（1回1時間、予約制、複数回
相談OK、費用無料）

起業したいを応援！

起業相談で解決！

◆仕事を辞めてブランクがあるけど、また
　働きたい! 再就職について知りたい。
◆仕事と家庭の両立が心配。
　就職活動にも自信がない・・・

スマホやパソコン、お電話で、ご自宅
にいながらキャリアカウンセ
ラーによる個別相談が受けら
れます。（1回45分間、予約制、
複数回相談OK、費用無料※）

※通信費個人負担

働きたいを応援！

個別相談で解決！

あなたの夢を実現する 一歩を踏み出しましょう！

■
雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
イ
ベ
ン
ト

■
太
陽
観
察
会

期
日
　
５
月
15
日（
日
）

参
加
費
　
無
料

定
員
　
15
名
限
定（
１
グ
ル
ー
プ
５

名
ま
で
の
完
全
入
替
制
）

申
込
　
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
、午

前
10
時
30
分
、午
前
11
時
、午
前
11
時

30
分
の
い
ず
れ
か
の
時
間
枠
を
選
ん

で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

雨
天
・
曇
天
・
雷
時
の
場
合
や
、時

間
の
途
中
で
天
候
が
悪
化
し
た
場

合
は
、中
止
し
ま
す
。

※

天
体
観
測
室
の
利
用
時
間
は
１

グ
ル
ー
プ
お
よ
そ
５
分
間
で
す
。

■
諏
訪
の
池
散
策
〜
ガ
イ
ド
付
き

自
然
観
察
〜

　
今
の
季
節
の
花
や
昆
虫
な
ど
、い

ろ
ん
な
生
き
物
を
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
探
そ
う
！

期
日
　
５
月
３
日（
火
）〜
５
日

（
木
）、８
日（
日
）、
22
日（
日
）、
29
日

（
日
）

時
間
　
①
午
前
10
時
〜
11
時
②
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

参
加
費
　
１
０
０
円（
保
険
代
）

定
員
　
①
②
と
も
に
15
名（
最
小
催

行
人
数
５
名
）

申
込
　
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
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込
・
問
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訪
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タ
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タ
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☎
０
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７（
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）５
０
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■
島
原
鉄
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
近
年
、高
齢
者
の
方(

シ
ニ
ア

カ
ー
利
用
等)

に
よ
る
踏
切
事
故
や

線
路
内
立
ち
入
り
に
よ
る
接
触
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
踏
切
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
、線
路
内
へ
は
立
ち
入
ら
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
島
原
鉄
道
　
鉄
道
課

☎
０
９
５
７（
62
）２
２
３
２

■
魅
力
あ
る
諫
早
湾
水
産
業
創
出

支
援
事
業
を
募
集
し
ま
す

　（
公
財
）
諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

で
は
、諫
早
湾
に
お
け
る
水
産
資
源

の
安
定
確
保
の
た
め
、こ
の
地
域
に

お
け
る
水
産
振
興
に
資
す
る
事
業

を
募
集
し
、選
定
さ
れ
た
事
業
に
助

成
し
ま
す
。

公
募
期
間
　
５
月
９
日（
月
）〜 

７

月
14
日（
木
）

公
募
要
領
　
農
漁
村
整
備
課
、瑞
穂

総
合
支
所
、国
見
総
合
支
所
に
置
い

て
い
ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

☎
０
９
５
７（
26
）６
８
０
８

■
ひ
と
が
行
き
交
う
諫
早
湾
づ
く

り
促
進
事
業
を
募
集
し
ま
す

　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

で
は
、諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
あ

ら
た
に
創
出
さ
れ
た
場
所
・
空
間
の

さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
や
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
、利
活
用
を
目
的
に
、周

辺
住
民
の
方
々
の
参
画
に
よ
る
、環

境
美
化
活
動
や
美
し
い
景
観
づ
く

り
、イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
事
業
を

募
集
し
、選
定
さ
れ
た
事
業
に
助
成

し
ま
す
。

公
募
期
間
　
５
月
９
日（
月
）〜 

６

月
30
日（
木
）

公
募
要
領
　
農
漁
村
整
備
課
、愛
野

総
合
支
所
、
瑞
穂
総
合
支
所
、
国
見

総
合
支
所
に
置
い
て
い
ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

☎
０
９
５
７（
26
）６
８
０
８

■
長
崎
県
警
察
官
・
警
察
事
務
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

試
験
職
種
・
募
集
人
数
　
▼
警
察

官
Ⅰ
類
Ａ（
一
般
）男
性
約
24
名
、女

性
約
８
名
、（
サ
イ
バ
ー
）男
性
約
２

名
、女
性
約
１
名
、（
武
道
）男
性
約

２
名
、女
性
約
１
名
▼
警
察
官
Ⅰ
類

Ｂ（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
方
式
）男
性
約
３
名
、女

性
約
２
名
▼
警
察
事
務（
大
卒
程

度
）若
干
名

申
込
締
切
　

▼
警
察
官
Ⅰ
類
Ａ
　
５
月
13
日（
金
）

▼
警
察
官
Ⅰ
類
Ｂ
　
５
月
６
日（
金
）

問
　
雲
仙
警
察
署

☎
０
９
５
７（
75
）０
１
１
０

■
島
原
病
院
正
規
職
員（
地
方
公
務

員
）募
集

募
集
人
員
　
▼
薬
剤
師
　
若
干
名

▼
看
護
師
　
15
名
程
度

受
験
資
格
　
▼
薬
剤
師
　
昭
和
52

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

薬
剤
師
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
令

和
５
年
春
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
の

方
▼
看
護
師
　
昭
和
62
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方 （
専
門
看
護

師
・
認
定
看
護
師
は
年
齢
不
問
）
で

免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
、
令
和
５

年
春
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
の
方

申
込
締
切
日
　
５
月
20
日（
金
）

※

午
後
５
時
30
分
必
着

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
　

島
原
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

試
験
日
　
５
月
28
日（
土
）

問
　
長
崎
県
島
原
病
院 

総
務
係

☎
０
９
５
７（
63
）１
１
４
５

■
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は

５
月
31
日（
火
）で
す
。

　
お
近
く
の
県
の
振
興
局
や
金
融
機

関
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
モ
バ

イ
ル
決
済
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
も
で

き
ま
す
。

問
　
県
央
振
興
局
税
務
部
　
島
原

出
張
所
　

☎
０
９
５
７（
62
）３
３
７
５

■
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て「
ぴ
あ

サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん
」を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
！

　
発
達
障
害
児（
者
）、ひ
き
こ
も

り
、不
登
校
児
な
ど
の
ご
本
人
や
そ

の
家
族
が
互
い
の
悩
み
を
共
有
す

る
な
ど
、情
報
交
換
の
で
き
る
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。参
加
無
料
で
す
。

５
月
開
催
日・場
所

５
月
15
日（
日
）　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

申
込・問
　
福
祉
課
　

☎
０
９
５
７（
36
）２
５
０
０

相談してみようかな



情報ひろば

消費生活センター　☎0957-38-7830
くらしの情報通信 今月のテーマ

困ったときは消費生活センターへすぐ相談！

61
『点検商法のトラブル

　　　　　～不要ならきっぱり断る』

お問い合わせ  雲仙市消費生活センター ☎０９５７（38）7830
困ったときには、すぐに消費生活センターにご相談ください。

【相談事例】
　　３年前、突然家に「近所でシロ
アリ駆除をしたので、この辺りを
無料で点検している」と業者が訪
ねてきた。無料ならと点検を頼ん
だところ、床下を点検後、シロア
リが食べた後だという床下の写真
を見せられた。業者から「シロア
リ駆除をしないと、１０年後に住め
なくなる。料金は５０万円だが、特
別に３０万円でいい」と言われ、慌
てた私は高額だったが、その場で
契約してしまった。翌日、娘にこ
の話をしたところ、「本当かどうか
怪しい、不審だ」と言う。解約し
たい。　　　　

　（80代　女性）

【アドバイス】
●事例のケースは点検商法といって
「無料で点検する」と販売目的を隠
して消費者に近づく手口です。屋
根や床下などなかなか入れないよ
うな場所に入っていき、「大変だ！」
などと不安をあおって、契約を誘
います。ほかにも、布団の点検や
水道水の検査をして「ダニがいっ
ぱい」「こんな水を飲んでいると病
気になる」と言って、高い布団や
浄水器などを売りつけたりする事
例もあります。

●「今日契約するなら値引きする」な
どと契約を急がせようとしますが、

家族や周りの人にも相談し、必要
がなければきっぱり断りましょう。
他の業者に調べてもらったりして、
十分に検討しましょう。

●家族や周囲の人も、高齢者の家に
不審な訪問者が来ていないか、家
の中に見慣れない封筒や契約書が
ないかなど日頃から気を配りましょう。

●訪問販売で契約した場合は、契約
書面を受け取った日から８日以内
であればクーリング・オフ（無条
件契約解除）が可能です。期限を
過ぎていても契約解除ができる
ケースもあります。

﹇
広
告
﹈

● 広報うんぜん
令和 4年5月 24● 広報うんぜん

令和 4年5月25

は
ぴ
ね
す
通
信

は
ぴ
ね
す
通
信

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、

尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま
ち
　
雲
仙
市

Vol.170

問
男女共同参画センター
（地域づくり推進課内）
☎0957-38-3111

利用しませ
んか？

女性の 働きたい! 起業したい! を応援♪
「ウーマンズジョブ ほっとステーション」

長崎県人材活用支援センター 女性就業支援コーナー
ウーマンズジョブほっとステーション

長崎市川口町13‐1長崎西洋館３階
開館時間　平日午前10時～午後6時30分
（西洋館休館日除く）TEL：095－842－5424

【お問合せ・ご予約】

◆今までの仕事の経験やスキルを活かして
　自宅でお店やサロンを開きたい！
◆起業に必要な段取りや手続き、資金調達の
　方法を相談したい！

毎月2回、中小企業庁「長崎県よろ
ず支援拠点」の女性専門スタッ
フによる起業相談を行っていま
す。（1回1時間、予約制、複数回
相談OK、費用無料）

起業したいを応援！

起業相談で解決！

◆仕事を辞めてブランクがあるけど、また
　働きたい! 再就職について知りたい。
◆仕事と家庭の両立が心配。
　就職活動にも自信がない・・・

スマホやパソコン、お電話で、ご自宅
にいながらキャリアカウンセ
ラーによる個別相談が受けら
れます。（1回45分間、予約制、
複数回相談OK、費用無料※）

※通信費個人負担

働きたいを応援！

個別相談で解決！

あなたの夢を実現する 一歩を踏み出しましょう！

■
雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
イ
ベ
ン
ト

■
太
陽
観
察
会

期
日
　
５
月
15
日（
日
）

参
加
費
　
無
料

定
員
　
15
名
限
定（
１
グ
ル
ー
プ
５

名
ま
で
の
完
全
入
替
制
）

申
込
　
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
、午

前
10
時
30
分
、午
前
11
時
、午
前
11
時

30
分
の
い
ず
れ
か
の
時
間
枠
を
選
ん

で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

雨
天
・
曇
天
・
雷
時
の
場
合
や
、時

間
の
途
中
で
天
候
が
悪
化
し
た
場

合
は
、中
止
し
ま
す
。

※

天
体
観
測
室
の
利
用
時
間
は
１

グ
ル
ー
プ
お
よ
そ
５
分
間
で
す
。

■
諏
訪
の
池
散
策
〜
ガ
イ
ド
付
き

自
然
観
察
〜

　
今
の
季
節
の
花
や
昆
虫
な
ど
、い

ろ
ん
な
生
き
物
を
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
探
そ
う
！

期
日
　
５
月
３
日（
火
）〜
５
日

（
木
）、８
日（
日
）、
22
日（
日
）、
29
日

（
日
）

時
間
　
①
午
前
10
時
〜
11
時
②
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

参
加
費
　
１
０
０
円（
保
険
代
）

定
員
　
①
②
と
も
に
15
名（
最
小
催

行
人
数
５
名
）

申
込
　
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

申
込
・
問
　
雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
７（
76
）５
０
１
０

■
島
原
鉄
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
近
年
、高
齢
者
の
方(

シ
ニ
ア

カ
ー
利
用
等)

に
よ
る
踏
切
事
故
や

線
路
内
立
ち
入
り
に
よ
る
接
触
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
踏
切
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
、線
路
内
へ
は
立
ち
入
ら
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
島
原
鉄
道
　
鉄
道
課

☎
０
９
５
７（
62
）２
２
３
２

■
魅
力
あ
る
諫
早
湾
水
産
業
創
出

支
援
事
業
を
募
集
し
ま
す

　（
公
財
）
諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

で
は
、諫
早
湾
に
お
け
る
水
産
資
源

の
安
定
確
保
の
た
め
、こ
の
地
域
に

お
け
る
水
産
振
興
に
資
す
る
事
業

を
募
集
し
、選
定
さ
れ
た
事
業
に
助

成
し
ま
す
。

公
募
期
間
　
５
月
９
日（
月
）〜 

７

月
14
日（
木
）

公
募
要
領
　
農
漁
村
整
備
課
、瑞
穂

総
合
支
所
、国
見
総
合
支
所
に
置
い

て
い
ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

☎
０
９
５
７（
26
）６
８
０
８

■
ひ
と
が
行
き
交
う
諫
早
湾
づ
く

り
促
進
事
業
を
募
集
し
ま
す

　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

で
は
、諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
あ

ら
た
に
創
出
さ
れ
た
場
所
・
空
間
の

さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
や
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
、利
活
用
を
目
的
に
、周

辺
住
民
の
方
々
の
参
画
に
よ
る
、環

境
美
化
活
動
や
美
し
い
景
観
づ
く

り
、イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
事
業
を

募
集
し
、選
定
さ
れ
た
事
業
に
助
成

し
ま
す
。

公
募
期
間
　
５
月
９
日（
月
）〜 

６

月
30
日（
木
）

公
募
要
領
　
農
漁
村
整
備
課
、愛
野

総
合
支
所
、
瑞
穂
総
合
支
所
、
国
見

総
合
支
所
に
置
い
て
い
ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

☎
０
９
５
７（
26
）６
８
０
８

■
長
崎
県
警
察
官
・
警
察
事
務
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

試
験
職
種
・
募
集
人
数
　
▼
警
察

官
Ⅰ
類
Ａ（
一
般
）男
性
約
24
名
、女

性
約
８
名
、（
サ
イ
バ
ー
）男
性
約
２

名
、女
性
約
１
名
、（
武
道
）男
性
約

２
名
、女
性
約
１
名
▼
警
察
官
Ⅰ
類

Ｂ（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
方
式
）男
性
約
３
名
、女

性
約
２
名
▼
警
察
事
務（
大
卒
程

度
）若
干
名

申
込
締
切
　

▼
警
察
官
Ⅰ
類
Ａ
　
５
月
13
日（
金
）

▼
警
察
官
Ⅰ
類
Ｂ
　
５
月
６
日（
金
）

問
　
雲
仙
警
察
署

☎
０
９
５
７（
75
）０
１
１
０

■
島
原
病
院
正
規
職
員（
地
方
公
務

員
）募
集

募
集
人
員
　
▼
薬
剤
師
　
若
干
名

▼
看
護
師
　
15
名
程
度

受
験
資
格
　
▼
薬
剤
師
　
昭
和
52

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

薬
剤
師
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
令

和
５
年
春
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
の

方
▼
看
護
師
　
昭
和
62
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方 （
専
門
看
護

師
・
認
定
看
護
師
は
年
齢
不
問
）
で

免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
、
令
和
５

年
春
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
の
方

申
込
締
切
日
　
５
月
20
日（
金
）

※

午
後
５
時
30
分
必
着

試
験
案
内
お
よ
び
受
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ぽかぽかフォトスナップ撮影に協力いただけるご家庭を募集中！ 詳しくは生涯学習課（☎0957-37-3113）まで

第７条　「パソコン・スマホ大丈夫？」親子で話そう
メディアのルール
雲仙市統一ルールと家族で決めたルールを守り、
子どもをメディア社会の危険から守りましょう。

　ゲームや動画の見過ぎ等、子供への悪影響が取り沙汰されていますが、
悪い事ばかりではないと思います。
　子供達がネットニュースを見て親も知らない知識を得ていてびっくりす
る事があります。またコロナ禍で外出が制限される中、動画サイトを見な
がら親子で体操をして運動不足解消や気分転換も図れています。メディア
との付き合い方次第で良くも悪くもなるので、間違った使い方をしないよ
う親が見守る事が大切であると思います。

撮影協力者：馬場　亮太さん（小浜町）

　先日、農林課の職員の方と一緒に小学校の総合学習
の授業に参加させていただき、雲仙市の農業や、地域
おこし協力隊の活動をお話しする機会がありました。職
員の方が市内で作られているお米や野菜について話す
と生徒の皆さんは熱心に聴いてくれました。協力隊につ
いては沢山の質問を頂き、「仕事の内容はなんですか」
「雲仙市で一番好きな場所はどこですか」など、みなさ
んの勢いに押されながら答えました。自分は農業関係
の地域おこしをしていることを話し、さらにそこから雲
仙市の農業がとても豊かであること、しかし荒れている
農地も多いこと、農地を守るために地元の人たちが協
力して活動していることなど、予想していた以上に詳し
く話すことが出来ました。これからも地域の魅力や驚き
を共有していきたいです。小学校の皆さん、先生方、
素敵な機会をありがとうございました。
　「さえる」は、私が個人的に好きな方言です。意味は「い
い感じに乾いている状態のこと」だそうです。「さえとる」
「さえちょぅ」なども言います。初めて聞いたのは畑で

ブロッコリー植えを手伝っ
ていたとき。農家さんが土
を見て「今日はさえとる」
と一言。意味が分からずに、
何のことですかと聞くと教
えてくださいました。どうや
ら完全にパリパリに乾いて
いる状態とはまた違って、
とにかくいい感じに乾いて
いることなんだそうです。
洗濯物や土の状態を言うと
きなんかにぴったりですね。

雲仙市地域おこし協力隊
集落営農支援員（農林課）　堀口治香

―４月９日に新しい小浜体育館が
完成しました。
金澤秀三郎市長　これまでの小浜
体育館は昭和41年に建設され、長
崎国体では剣道会場、長崎ゆめ総
体ではボクシング会場として、県内
外の多くの皆さまにご利用いただ
いた歴史ある体育館でした。しか
し、築50年を過ぎ、老朽化も進ん
だことから、建て替えることにしま
した。
―バスケットボールとバレーボー
ルの公式規格に準じた施設で、プ
ロの試合などにも対応できるそう
ですが、他にこだわった点や特徴
を教えてください。
市長　安全性に優れた床材を使用
し、空調施設を完備することで、ス
ポーツだけでなく、幼児からお年寄
りまで幅広い年齢層の方々、障が

いのある方にも安心して快適に利
用いただけることに配慮しました。
また、サブアリーナにはステージがあ
るので、文化活動の発表会などにも
使ってもらえればと思っています。
―近年はスポーツツーリズムによる
地域活性化が注目されています。
市長　スポーツの各種大会や合宿
などを誘致することで、市民がレベ
ルの高い試合を目の当たりにする
機会も増えます。また、そういった
大会関係者に本市の施設を利用し

ていただくことで、宿泊など周辺施
設への経済効果も期待できます。
既に、九州大学バスケットボール連
盟と協定を交わし、リーグ戦を開催
していただくこととなりました。こう
いった流れを広げていきたいと考
えています。
―雲仙市ならではのウリは。
市長　本市は雲仙、小浜という二
つの温泉街を有し、国立公園に代
表される自然と、豊かな農水産物
があります。地域の素材とスポーツ
を掛け合わせ、地域活性化を図っ
ていきます。スポーツや文化活動
は、市民の方々の健康や豊かな生
活に直結する大切な要素。まずは、
多くの市民の皆さまにさまざまなイ
ベントの場として使っていただき、
県内外の人たちとの交流につなが
る場に成長させていきたいです。

このコーナーは毎回テーマに沿った市長インタビューを掲載します。

「スポーツ振興課」ってどんな部署？

　新しい小浜体育館を、市内はもちろんです
が市外、県外の方にも多く利用していただき
たいと考えています。また、スポーツツーリ
ズムを推進することから観光関係団体等と
連携しながら、スポーツの振興で雲仙市の
地域活性化を図りたいと思います。

今の課題

こちら〇〇課

○社会体育施設の維持管理
○生涯スポーツの普及、振興
○スポーツ教室の計画、実施
○学校体育施設の開放事業
○施設利用等各種受付業務　  など

業務内容

寺田 温子さん（入庁 2 年目）
紹介してくれる人
てら   だ     あつ  こ

　市民の皆さまが、体を
動かすことの楽しさや喜
びを感じることが増える
よう、市民の運動実施率
の増加と生涯にわたって
スポーツに親しめる環境
整備に取り組みます。

ひとこと

自己 PR：明るい性格で積極的。人
との出会いを大切にしたいと思い
ます。 新しくなった小浜

体育館の内装です

テーマ 「スポーツ振興」教えて市長！

テープカットで完成を祝う金澤市長（右
から３人目）＝４月９日

﹇
広
告
﹈

﹇
広
告
﹈

● 広報うんぜん
令和 4年5月 26● 広報うんぜん

令和 4年5月27

家庭、学校、そして地域全体で子どもたちに「ぽかぽかことば」を届け、雲仙市の優しさの「輪」を広げましょう！家庭、学校、そして地域全体で子どもたちに「ぽかぽかことば」を届け、雲仙市の優しさの「輪」を広げましょう！

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信 vol.17vol.17
みなさんこんにちは！「協力隊てなんしょっと？」という声を聞き、協力隊通信として隊員の活動をお知らせしていきたいと思います。

雲仙市地域おこし協力隊　Facebook

景色や方言などを投稿中！
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人のうごき（３月末）【住民基本台帳月報】
■人　口：41,911 人　（前月比 -211 人）
　　男性：19,972 人　女性：21,939 人
■世帯数：17,425 世帯（前月比∓０）

●雲仙市の人口割合（３月末）

5月7日（土）

問　オバマルシェ実行委員会　二次元コードから

申込・問　雲仙市図書館　☎0957-78-3977

「第4回オバマルシェ」開催!!市民講座UNZEN
 「みかんの皮」で染め物教室

（注）新型コロナウイルス感染症の影響により、開催を中止・延期する場合がありますので、開催の有無については市ホームページをご覧いただくか、担当課へお問い合わせください。

雲仙市図書館からのお知らせ

小浜マリンパーク グラウンド

小雨決行

主催／オバマルシェ実行委員会
後援／雲仙市、（一社）オバマストリート

日　　時

場　　所

　島原半島のおいしいものを集めた「第4回オバマル
シェ」を開催します。旬のじゃがいもや海産物などの物
産市、新作ワインや小浜ちゃんぽんも販売。アマチュア
ミュージシャンの演奏も楽しめる「第４回オバマル
シェ」へぜひ、お越しください。

【内　容】　豆乳で模様を描き、みかんの皮でのれんを染
めます。

【日　時】　５月17日（火） 午後１時～３時　
【対　象】　一般
【定　員】　10名（先着順）
【講　師】　大向あぐり氏　
　　　　　（雲仙諏訪の池ビジターセンター）　
【費　用】　2,200円（材料代）　
【持参品】　ナイロン手袋・エプロン・軍手・絵筆（新品）
　　　　　豆乳（小１パック）・ドライヤー
　　　　　汚れても良い服装
【場　所】　小浜町南本町公民館
【申込先】　生涯学習課　小浜駐在　☎0957-74-5501
【申込期間】　5月2日（月）～13日（金）

第18回雲仙市としょかんまつり
日時　５月28日（土）、 29日（日）
　　　午前10時～午後６時
場所　雲仙市図書館（国見町文化会館内）
主な内容　
　28日　午前10時30分～　おはなし会（要申込）
 　　　　午後  0時30分～　段ボールめいろ
　29日　午前10時30分～
　　　　　　　「おしりたんてい」上映会（要申込）
 　　　　午後  0時30分～　段ボールめいろ

午前10時～午後５時（予定）

４

表紙写真に採用された場合、
3,000円分のQUOカードを贈呈!!

休館のお知らせ
　蔵書点検のため図書館・図書室を
下記のとおり休館いたします。

６月 ９日～15日　雲仙市図書館　0957-78-3977
６月16日～22日　愛野図書室　　0957-36-0616

　休館中の本の返却は、返却ポストへお願いします。
（視聴覚資料と市外から取り寄せた本は入れられません）
　蔵書点検は所蔵している本や雑誌、DVDなど全ての資
料を点検し、正しく配架する大切な作業です。 大変ご迷
惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

表紙写真大募集!!表紙写真大募集!!

　
先
日
、
娘
の
高
校
の
入
学
式

で
の
こ
と
。
校
長
先
生
の
式
辞

が
心
に
残
り
ま
し
た
。「
私
た
ち

は
人
生
と
い
う
幅
の
広
い
道
を
み

ん
な
歩
い
て
い
る
。
ま
っ
す
ぐ
進

ん
だ
り
、
く
ね
く
ね
曲
が
り
な

が
ら
進
ん
だ
り
、
恐
る
恐
る
進

ん
だ
り
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
き
方

で
自
分
の
道
を
作
っ
て
い
く
。
た

ま
に
そ
の
幅
の
広
い
道
か
ら
落
ち

そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
そ
っ
と
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
親
で
あ
り
、

教
師
で
あ
る
」。

　
子
ど
も
の
歩
く
道
、
つ
い
つ
い

手
を
伸
ば
し
た
く
な
る
の
が
親

心
。
だ
け
ど
、「
ゆ
っ
く
り
遠
回

り
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
目
が

覚
め
る
思
い
で
し
た
。
そ
の
方
が

周
り
の
景
色
も
楽
し
め
る
し
、

臆
病
な
ぐ
ら
い
が
、
身
を
守
る

術
を
覚
え
る
に
は
丁
度
い
い
の
か

も
。
は
や
る
心
と
手
を
グ
ッ
と
我

慢
し
て
、
見
守
る
の
も
愛
情
の
カ

タ
チ
だ
と
。

　
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
広
報
紙
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
数

年
ぶ
り
の
広
報
担
当…

。
く
ね

く
ね
と
大
き
く
回
り
道
を
し
な

が
ら
、
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
を

大
切
に
、
も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら

え
る
紙
面
づ
く
り
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
って
い
ま
す
（
松
）

ぽ
つ
り

　
　
　（広
報
担
当
の
独
り
言
）


